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第１章 地区別バリアフリー基本構想策定にあたって 

１.１  基本構想策定の趣旨 

本市では、バリアフリー法の改正を踏まえ、市全域のバリアフリー化を促進するため

の「千葉市バリアフリーマスタープラン」（以下、バリアフリーマスタープラン）を令和

３年３月に策定しました。 

バリアフリーマスタープランでは、バリアフリー化を促進していく地区（以下、促進

地区）の設定にあたり、従前のバリアフリー基本構想における重点整備地区を基本とし、

立地適正化計画※における都市機能誘導区域を含むエリアとして、22 の促進地区を設定

しました。 

バリアフリーマスタープランで定めた促進地区のうち、重点整備地区を設定し面的・

一体的にバリアフリー化を推進するため、立地適正化計画における拠点の位置付け等の

評価要件を踏まえ、令和３年度から順次、地区別バリアフリー基本構想を策定していま

す。 

「ＪＲ蘇我地区」、「ＪＲ鎌取地区」、「ＪＲ/モノレール都賀地区」の３地区については、

令和６年度から検討を始め、令和７年度に地区別バリアフリー基本構想を策定します。 

 

 
図 １-1 千葉市バリアフリーマスタープランにおける促進地区 

※「千葉都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画区域マスタープラン）」、「千葉市
都市計画マスタープラン」、及び「千葉市立地適正化計画」の３つの計画を一体化する見直しを行い、令和
５年９月に「ちば・まち・ビジョン」を策定。 
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１.２  基本構想の目標と位置づけ 

 目標 

バリアフリーマスタープランにおける「バリアフリー化の目標と基本的な方向」を
踏まえ、本地区別バリアフリー基本構想における目標を以下のように設定します。 

表 １-1 バリアフリー化の目標と基本的な方向 

１．安心して行動でき、いきいきとした社会参加ができる環境づくりを目指します。 

【社会参加への支援】 

① 駅から主要な施設までの主要な経路など、まち中の連続的なバリアフリーネットワーク化
を図ります。 

② 駅構内や駅前広場など、交通結節点でのバリアフリー化を進めます。 
③ 鉄軌道駅や乗合バス車両のバリアフリー化を促進します。 
④ 各種事業を整合させ、効率的なバリアフリー施策を実施します。 

2．バリアフリーが大きな魅力となり、活力の源となるまちづくりを目指します。 

【都市の魅力づくり】 

① 建築物のバリアフリー化を積極的に進めます。 
② 高齢者、障害者等が日常生活や社会生活において利用する施設を広く面的に捉え、生活

空間におけるバリアフリー化を進めます。 
③ バリアフリーを重視した都市居住を促進します。 

3．やさしさの文化をはぐくむまちづくりを目指します。【心のバリアフリー、意識の向上】 

① バリアフリー体験学習や職員研修、高齢者、障害者等との交流などを積極的に推進し、
市民のバリアフリーに対する意識の向上を図ります。 

② 市民や関係者との協働により、障害への理解や配慮、手助け・声かけの動機づけとなる
ような取組みに努めていきます。 

③ 障害のある人への社会的障壁を取り除くのは社会の責務であるという「障害の社会モデル※」
を踏まえ、多様な利用者が安心して施設を利用できるよう、各施設設置管理者等におけ
るソフト対策や人的対応の充実を図ります。 

4．連携と協働により、ともに築くまちづくりを目指します。【市民との連携、市民参加】 

① 高齢者、障害者等の社会参加と自立を支援するボランティアや NPO活動等の情報を一元
的に提供するなど、市民の自発的・自主的な活動を支援します。 

② 市民や民間等との連携や協力のもと、民間建築物等のバリアフリー化を促進させます。 
③ 市民参画により計画段階から利用者意見を取り入れる機会を設け、利用者の意向を踏ま

えた安全・安心のまちの実現を目指します。 

5．全ての人にやさしいデザインの施設づくりを目指します。【ユニバーサルデザイン】 

① 高齢者や障害者だけでなく、全ての人のニーズに応え、使いやすい供用デザインの施設
づくりを目指します。 

6．都市景観の醸成と自然と共生する市街地環境づくりを目指します。 

【自然環境や都市景観との調和】 

① 公園、広場、水辺空間等、自然環境とのふれあいの場のバリアフリー化を進めます。 
② 歩きやすく、自然にもやさしい透水性や保水性舗装を推進し、水循環やヒートアイラン

ド現象の軽減等環境の負荷軽減も図ります。 
③ バリアフリーの整備と道路緑化や電線類の地中化など景観整備との調和を図り、都市景

観の醸成を図ります。 
④ 景観や自然環境に配慮し、安全で快適な歩行環境の創出を図ります。 

7．社会背景の変化に合わせた継続的な改善を目指します。【スパイラルアップ】 

① 事業の進捗状況や社会背景の変化を踏まえ、さらに移動しやすく利用しやすいまちとな
るよう、継続的な改善を図ります。 

※障害の社会モデルとは、障害は「社会的差別や抑圧、不平等」によってもたらされるものであり、「社会や周囲
の環境の問題」であるという考え方。一方、個人モデルとは、障害を「個人側の機能障害の問題」として捉え、
日常生活を送るために障害者個人が社会に合わせるという考え方。  
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 計画期間 

バリアフリーマスタープランは、令和３年度（2021年度）～令和 12 年度（2030 年度）

の 10年間を計画期間としています。これを踏まえ、本地区別バリアフリー基本構想にお

ける計画期間を令和８年度（2026年度）～令和 12年度（2030年度）とします。 

 位置づけ 

地区別バリアフリー基本構想は、バリアフリーマスタープランに基づき、重点整備地

区を設定し、旅客施設及び車両等、道路、路外駐車場、都市公園、建築物、信号機等に

ついて実施すべき特定事業を定めます。そして、地区別バリアフリー基本構想策定後、

法に基づき特定事業計画を作成し、事業の推進を図ることを目指します。 

また、障害者差別解消法等の関連法の考え方を反映し、福祉や交通、都市整備等に関

する関連計画や施策と相互に連携を図ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-2 地区別バリアフリー基本構想の位置づけ 

※１ 「千葉都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」、「千葉市都市計画マスタープラン」、及
び「千葉市立地適正化計画」の３つを一体化する見直しを行い、令和５年９月に「ちば・まち・ビジョ
ン」を策定。 

※２ 千葉市バリアフリーマスタープラン：改正バリアフリー法に基づき、バリアフリー化の促進を図るため、
促進地区及び促進方針を定めるもの。 

※３ 地区別バリアフリー基本構想：重点整備地区を位置づけ、具体的な特定事業を定めるもの。 
※４ 特定事業：地区別バリアフリー基本構想における生活関連施設、生活関連経路、車両等のバリアフリー化

を具体化するためのもの。 
※５ 特定事業計画：地区別バリアフリー基本構想で示した特定事業に基づき、各施設設置管理者等が作成する

計画。  

地区別バリアフリー基本構想※3 

千葉市総合計画（基本構想・基本計画・実施計画） 
 

ちば・まち・ビジョン※1 

立地適正化計画※1 

基づく 

地域福祉計画 

高齢者・障害者関連計画 

子育て関連計画 

地域公共交通計画 など 

基づく 

連
携 

千葉市 
バリアフリー 
マスタープラン※2 

整合 

促進地区 

基づく 

重点整備地区 

特定事業計画※5 

基づく 

特定事業※4 

基
づ
く 

連携 

改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
・同
基
本
方
針 
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１.３  検討の進め方 

 検討の流れ 

地区別バリアフリー基本構想の策定にあたり、バリアフリーマスタープランでの検討

内容や地区別バリアフリー方針を踏まえ、重点整備地区を設定し、地区の課題や考え方

を整理しました。また、まち歩き点検や子育て世代アンケートにより得られた施設課題を

踏まえた特定事業の設定を行います。 

 

 
図 １-3 検討フロー 

  

令
和
６
年
度 
令
和
７
年
度 

重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定 
第 12 回協議会 

特定事業、特定事業計画の検討 

特定事業・特定事業計画の検討・作成依

頼 

特定事業・特定事業計画内容の調整 

特定事業・特定事業計画の作成・提出 

市→事業者 

事業者→市 

市⇔事業者 

事業者ＷＧ 

特定事業の内容に関する意見交換 

事業実施・進捗状況報告 

基本構想（蘇我・鎌取・都賀地区）（骨子案）の検
討 

基本構想（蘇我・鎌取・都賀地区）の策定・公表 

令和８年 3 月頃（予定） 

  

基本構想（蘇我・鎌取・都賀地区）（案）の検討 

意見交換会 

３地区合同 

事業者地区 

第１4 回協議会 

第１5 回協議会 

バリアフリー化に向けた配慮事項の設定 

市民意見 
バリアフリーマスタープランの 

配慮事項 

第１3 回協議会 

基本方針の設定 

地区ＷＧ 

（まち歩き点検ワ
ークショップ、子
育て世代アンケー
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 検討組織や市民参加による活動等の目的と構成 

本計画は、千葉市バリアフリーマスタープラン策定時に設置した、学識経験者を中心に、

高齢者、障害者等の団体、公募市民、施設設置管理者等で構成する「千葉市バリアフリー

基本構想推進協議会」（以下、「協議会」）にて、引き続き検討しました。 

また、協議会を中心に、地区ワーキンググループ（以下、「地区WG」）及び事業者ワー

キンググループ（以下、「事業者WG」）を設置し、意見の収集や特定事業の検討を行いま

した。 

 

 
図１-4 検討組織・活動の概要  

協議会 
地区別バリアフリー基本構想を検討

し、内容について承認を行う母体。 

法及び条例に基づいて設置する。 

学識経験者・障害者団体・ 

公募市民・施設設置管理者・関

係行政機関等 

協議会検討内容に関する事前調

整・報告や、庁内で連携して取り

組む施策に関する協議を行う。 

都市整備・道路・交通・ 

観光・公園・福祉系等の 

庁内担当所管 

庁内会議 

事業者ＷＧ 

市の取組みへの理解を促進すると

ともに特定事業の検討を依頼し、

内容の調整を行う。 

重点整備地区の生活関連施設・

生活関連経路に設定された

施設設置管理者 

地区ＷＧ 

 

 

多様な主体の参画による現地確
認・意見交換や子育て世代へのア
ンケート等を行い、バリアフリー
に関する意識の共有や課題を抽出
する。 

学識経験者・障害者団体・ 

子育て世代等 

施設設置管理者等 

組織・活動 活動目的 参加者の構成 

意見交換会 

まち歩き点検 

ワークショップ、 

アンケート等 

地区ＷＧ及び事業者ＷＧにより特

定事業案等に関する意見交換を行

い、相互理解の促進を図る。 

地区ＷＧ及び事業者ＷＧの 

参加者 
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 市民参加による検討の概要 

１） まち歩き点検ワークショップ 

 開催の目的 

地区別バリアフリー基本構想の策定にあたり、「ＪＲ蘇我地区」、「ＪＲ鎌取地区」、「Ｊ

Ｒ/モノレール都賀地区」の３地区の生活関連施設・生活関連経路にて、バリアフリーに

関する意識の共有や具体的な課題を抽出するため、地区毎に「まち歩き点検ワークショ

ップ」を以下のとおり開催しました。 

   

図 １-5 まち歩き点検ワークショップの様子 

 開催概要 

まち歩き点検ワークショップは下表のとおり、生活関連施設・生活関連経路を対象に、

施設設置管理者の協力のもと、２班に分かれて実施しました。 

表 １-2 開催概要 

日 時 令和６年 11月 18日（月）13時～16時 30分 

班分け D班 E班 

確認エリア 
JR鎌取駅～ 

千葉緑郵便局 

JR鎌取駅～ 

県立千葉聾学校周辺 

点
検
施
設 

旅客施設   JR鎌取駅 

道路 
 JR鎌取駅南口駅前広場 

 春の道、夏の道、中の道 等 

 JR北口駅前広場 

 大綱街道、中の道 等 

公共施設  千葉緑郵便局  緑区役所 

集会施設   鎌取コミュニティセンター 

福祉施設   

保健施設・ 

病院 
  

文化・教養・ 

教育施設 
  

大規模店舗  イオンスタイル鎌取  

都市公園   
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 参加者 

以下の団体から、計 32 名にご参加いただきました。 

表 １-3 参加者の概要 

所属団体名等 参加人数 

千葉市身体障害者連合会（介助・手話通訳含む） ６名 

千葉市手をつなぐ育成会 １名 

特定非営利活動法人千家連 １名 

学識経験者 １名 

千葉県立聾学校（学生、職員、手話通訳者を含む） １０名 

関係行政機関 ７名 

事務局 ６名 

合計 ３２名 

 意見概要 

まち歩き点検ワークショップでの主な意見は以下のとおりです。 

表 １-4 意見概要 

項目 意見概要（○：良い点  △：課題  □その他） 

鉄軌道駅の 

バリアフリー 

＜ＪＲ鎌取駅＞ 

○ 耳が聞こえない人にとっては、電車が遅れていることを電光掲示でわかり

やすく伝えているのが良い。【改札口】 

△ 電光掲示板が改札に設置されていることすら知らなかった。見えない場所

にある。電車が遅れた時の字幕情報をホーム等、見えやすい場所に設置し

てほしい。【改札口】 

△ 聴覚障害者のための非常用テレビモニターがあると良い。【エレベーター】 

駅前広場の 

バリアフリー 

＜ＪＲ鎌取駅北口駅前広場＞ 

○ 視覚障害者誘導用ブロックの縁が黒色舗装であり、輝度比が確保されてい

る。【歩道】 

△ 乗降場所のスロープの勾配が急すぎる（17.5％）。スロープの角度は 5％未

満が良い。【タクシー乗り場】 

△ バス停は２ヵ所あり、それぞれどこに行くのかは視覚障害者にはわからな

い。【バス停】 

道路の 

バリアフリー 

＜JR鎌取駅南口側道路＞ 

△ 植栽が視覚障害者誘導用ブロックにかかっている部分もあり、手入れをよ

くしてほしい。 

＜大網街道＞ 

○ 聾学校までは視覚障害者誘導用ブロックがあり良かった。 

建築物 

・駐車場の 

バリアフリー 

＜イオンスタイル鎌取＞ 

○ 車椅子使用者にも配慮された高さになっている。おむつ交換台も車椅子の

足元が入れられるようになっていた。【赤ちゃんルーム】 

△ 区役所側のスロープに一休みするフラットな場所が必要。体力のない人は

登り切れない。【出入口】 

△ 建物内にはほとんど視覚障害者誘導用ブロックがなかった。せめてサービ

スカウンターまではきちんと誘導してほしい。【通路】 

△ 筆談ボード、耳マーク（又は筆談しますなど）があると話しかけやすい。

（筆談用のメモ帳は準備があるとのことだった。）【サービスカウンター】 

△ エレベーターには、非常時に文字放送などがあるとわかりやすい。【エレベ

ーター】 
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項目 意見概要（○：良い点  △：課題  □その他） 

＜緑区役所＞ 

△ 車椅子使用者用駐車施設から建物出入口まで屋根があると良い。【駐車場】 

△ 歩道からの出入口はかなり傾斜があり、車椅子では難しい。【出入口】 

△ デジタル案内板のタッチパネルが車椅子の高さに合っていない。【案内】 

＜鎌取コミュニティセンター＞ 

○ 筆談ボードがある。耳マークがある。【受付】 

△ 車椅子使用者一人では、スロープの７％の勾配は厳しい。２階からは入れ

るが、車で来る場合は、そのスロープを使う。【出入口】 

＜千葉緑郵便局＞ 

△ 駐車場の勾配がきついため、車椅子使用者等は駐車後に移動できないので

はないか。【駐車場】 

△ 耳マークがない。耳マークがあると障害者側も安心して窓口に行ける。【窓

口】 

△ 筆談ボードがあると助かる。【窓口】 

人的対応・ 

心の 

バリアフリー 

△ 車両はノンステップバスなのに、正着がされていないため、バス停から一

段車道に降りて、１段上ってバスに乗り込まないといけない。（バス） 

△ 視覚障害者はどこに行けば良いか分からないため、人的サポートを得られ

るとありがたい。（千葉緑郵便局） 
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２） 子育て世代へのアンケート調査 

 調査目的 

鎌取地区において、子育て世代の方々が抱えるバリアフリーに関する課題を把握す

るため、「子育て支援センター ふれあいひろば 輝」、「かるがも保育園 鎌取園」、「お

ゆみ野保育園」の利用者を対象に、「子育て世代向けアンケート調査」を実施しました。 

 調査概要 

よく利用する施設やバリアフリーの視点から感じる良い点・改善してほしい点、通

園時の困りごとなど、バリアフリーに関する設問を８項目設定し、30 名（女性 26 名）

にご回答いただきました。 

 意見概要 

子育て世代向けアンケートでご回

答いただいた意見概要は以下の通り

です。 

ア. よく利用する施設 

利用が最も多いのはイオンスタイ

ル鎌取であり、次いで JR 鎌取駅と

なっています。 

イ. 利用施設について感じる良い点、

改善してほしい点 

施設 良い点（○）・改善してほしい点（△） 

ＪＲ鎌取駅 

△ エレベーター、エスカレーターが狭い。 
△ エスカレーターやエレベーターを増やしてほしい。 
△ 階段・通路は狭く、朝夕は混雑する。 
△ トイレをもっと広く、子供と赤ちゃんが一緒に入れる様にして欲しい。 
△ 男女それぞれのトイレにもおむつ交換台を設置してほしい。 
△ 授乳スペース、子どもトイレも設置したほうが良い。 

緑区役所 

○ 建物に入る際にスロープがあるので行きやすい。 
○ 広く、ベビーカーでも行きやすい。 
△ 緑区役所と図書館の間に広場があるが、片側にしかスロープがないの

で、ポスト側に降りるには階段しかない。 

千葉緑郵便局 
△ 駐車場が小さい。駐車場が空くのを待つ時間が長かったり、路駐され

たり、駐車場が空くのを待つ車の場所が悪く、歩道が通りづらいとき
がある。 

緑保健福祉 
センター 

○ トイレや授乳室があって便利。 
○ 広く、ベビーカーでも移動しやすい。 
△ 窓口は母子手帳申請と、保育園やルーム申請は正反対の場所にあるな

ど、子ども関連の手続きがまとまってできないのは不便。 

緑図書館 

△ トイレは古く、手すりや広さもない。 
△ 授乳室もおむつ替え台も外なのでトイレ内かすぐ前に設置してほし
い。 
△ トイレ内には子供用の椅子がなく、抱っこ紐のみの移動だと利用しに
くい。 

イオンスタイル鎌
取 

○ エレベーターやスロープがあり、ベビーカーでも移動しやすい。 
○ 通路が広く、子どもたちと利用しやすい。 
○ ベビーカーごと入れるトイレや、トイレに子供用の椅子があり利用しやす

い。 
○ 大きいベビールームがあり、おむつ替え、ミルク作り、授乳、体重測

図 １-6 よく利用する施設 
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施設 良い点（○）・改善してほしい点（△） 
定、身長測定などができてとても便利。 

○ 赤ちゃんでも遊べるスペースなどもあり助かる。 
○ 駐車場が雨に濡れないので、子供の乗せ下ろしが楽でよい。 
△ ４階のエスカレーターが遠回りしなくてはならず、使いにくい。 
△ 子どもが遊べるところがゲームセンターのすぐ横にありとてもうるさ

いので、離れたところにあると助かる。 
△ 駐車場から室内に入る際に、階によってはスロープがないため、ベビ

ーカーで入りづらいのでスロープを作ってほしい。 
有吉貝塚公園 △ 貝塚公園下の公園を整備して欲しい。 

その他 

△ どこも階段が多く、ベビーカーや車椅子のためのエレベーター利用に
は時間がかり、利用しづらい。 

△ どの施設にも男女トイレ以外にオムツ交換台があるとよい。 
△ どの施設もおむつ替え台やベビーシートのある男性トイレが少ない。

男性が安心して授乳できる場所が少ない。 
△ 子供用のトイレが多いと助かる。 
△ 駅前の施設は全体的に駐車場が少ない。 

ウ. 利用施設までの道路について感じる良い点、改善してほしい点 

経路 良い点（○）・改善してほしい点（△） 
鎌取駅周辺 ○ 駅前の道は遊歩道が整っていて、ベビーカーでも移動しやすい。 

○ 鎌取駅の改札を出たところにはスロープがありベビーカーで移動しや
すい。 

鎌取駅～イオンス
タイル鎌取～緑区
役所、鎌取コミュ
ニティセンター 

＜ペデストリアンデッキ＞ 
○ イオンスタイル鎌取の２階と鎌取駅が段差もなく繋がっているため行

き来しやすい。 
○ イオンから鎌取駅までの移動は連絡通路が広いため、手つなぎで子ど

もと歩く際も移動しやすい。 
△ ペデストリアンデッキに屋根がついていたら、雨の日の移動の際にと

ても助かる。 
△ 鎌取駅改札すぐの６段ほどあるイオンまで続く階段下の大きな水たま

りになる場所を改修してほしい。 
△ 鎌取駅を出てイオン１階に行くエレベーターが汚く、あまり利用した

いとは思わない。 
＜地上＞ 
○ 遊歩道はベビーカーや子供連れでも歩道が広く歩きやすい。 
○ 広場を通ると車が来ないのでよい。 
△ 駅の駐輪場が真ん中にあることから歩行者と自転車の距離が近く危

険。 
緑区役所、鎌取コ
ミュニティセンタ
ー周辺 

＜南東側＞ 
△ 緑区役所の駐車場側の歩道が狭い。 
△ コミュニティセンターの駐車場周辺は基本凸凹しているので、改修し

て欲しい。 
＜西側＞ 
△ インド料理タージマハルからセンチュリー21 の間の陸橋の道の石が

取れていて危ない。 
千葉緑郵便局周辺 ○ 近くに歩道のある道路が多いので歩きやすい。 

△ 緑郵便局の駐車場へ入る車がいつも並んでいて、駐車場入り口側は歩
道も無いためベビーカーでの移動が危なく感じる。 

大綱街道 △ 大網街道が狭い。南高校の生徒が自転車通学するのに、非常に危険を
感じることがある。車道、歩道をもっと広げるべきである。 

△ 大網街道沿いや平山小方面は道が狭く凸凹しているところも多いので
ベビーカーでは移動しにくい。 

踏切、線路下 △ ウエルシア付近の踏切に凹凸があり、ベビーカーが挟まり、怖い思い
をしたことがある。歩道がなく交通量も多いため怖い。おゆみ野方面
から保健センターに向かうのにその道を通る。それ以外の行き方だ
と、ハレノヒの前を通って線路下を潜るが坂道がきつい。 
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経路 良い点（○）・改善してほしい点（△） 
緑保健福祉センタ
ー周辺 

△ 大通り沿いで車の交通量が多いので歩くのが怖い。 

その他 ○ 子ども通学用の道路白線の整備がされているのは良いと思う。 
△ ルールを守らずに自転車が歩道でスピードをだしていると危なく感じ

る。 
△ 階段の入り口はすぐ見つかるが、スロープの道を見つけるのに時間が

かかる。見つけても遠回りすぎて諦めてベビーカーごと階段を上るこ
ともある。 

△ レンガを敷き詰めたような道など、凸凹仕様の道はベビーカーが常に
揺れるし押す力もいるので大変。 

エ. 通園の移動中の困りごと 

施設 良い点（○）・改善してほしい点（△） 

徒歩通園 
について 

 歩道を走る自転車が危ない。 
 セブンイレブンとウエルシアの間の道が狭く、歩道もなく、車や
自転車も多いので怖い。 

 おゆみ野入口の横断歩道を渡る時に右折車が止まらないことがあ
るので怖い。 

自転車通園 
について 

 ウエルシア前の有吉踏切がとても危険、何度も接触やヒヤリハッ
トを目撃している。せめて通学通勤時間の朝夕は、車は通れない
ようにしてほしい。 

 ウエルシアからさくら公園付近までの歩道がガタガタ。レンガ敷
なのでコンクリートにしてほしい。 

バス通園 
について 

 雨の際バスに子どもと乗ろうとしたら満員で降りろと言われた。 
 ベビーカーに対して嫌な顔をされる。 

鉄道通園 
について 

 普段は車移動。たまに電車に乗るが、ホームなどのエレベーター
はいちばん端に設置されているので、移動はものすごく大変。 

 電車の乗り降りも場所によりホームとの隙間が大きくベビーカー
のタイヤがハマったり、子供の足がはさまったり、ベビーカーに
乗っていない子どもが乗り降りを怖がって、危うく扉が締まりか
けたりと、かなり危険が大きい。 

 改札も広いところはあるが必ずしも通れるわけではなく、荷物も
あるとスムーズにはいかない。 

自家用車通園 
について 

 保育園の駐車場が少ない。空いていても停めるために大きな段差
を越えないといけないのでとても停めづらい。 

 通園時間帯の鎌取十字路は混みすぎる。３回くらい信号を見送る
こともある。 

オ. 自由意見 

施設 自由意見 

道路 

 歩道に入る時の微妙な段差でもベビーカーは引っかかってしま
う。 

 横断歩道から歩道に入る際にベビーカーだと段差をスムーズに越
えられずつまずくことがあり、親、車共に怖い。段差をなくして
いる横断歩道が一部見られるが増えてくれると助かる。 

 大網街道の渋滞緩和して欲しい。おゆみの２丁目交差点、高架下
の道路は混雑緩和して欲しい。帰宅時間に 10 分余計にかかって
しまう。 

駐車場  緑図書館の駐車場を増やしてほしい。 

乳幼児用 
設備 

 男子トイレにもおむつ交換台を設置して欲しい。もしくはトイレ
以外にオムツ交換台があるとよい。授乳室もあるとさらによい。 

 授乳室が圧倒的に少ない。 
 お座りのできない子がいると抱っこしたままトイレにいかなけれ
ばいけない。ベビーカーも一緒に入れるトイレや、寝かせられる
台があるトイレがほしい。 
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施設 自由意見 

上下移動 
設備 

 エレベーターでなくても移動できる方達がエレベーターを利用し
ていることが多く、ベビーカーが中々エレベーターに入れない。 

 階段しかない所もあるので、もう少し配慮した街になればいいと
思う。 

 おゆみ野駅のエレベーターが狭く、車椅子１台入るとベビーカー
は入れない。ベビーカー+大人２人しか乗れない。 
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３） 事業者ＷＧ（説明会） 

 開催の目的 

施設設置管理者を対象として、市の取組みの情報共有に加え、特定事業及び特定事

業計画等の作成依頼のための説明会を開催しました。 

 

 開催概要 

意見交換会を以下のとおり実施しました。 

日時 令和 7年 5月 20日（火） 10時 00分～12時 00分 

開催場所 千葉市役所 高層棟２階 XL会議室 203 

開催方法 対面及びオンラインのハイブリッド形式 

 

 参加者 

「ＪＲ蘇我地区」、「ＪＲ鎌取地区」、「ＪＲ/モノレール都賀地区」の３地区合同で、

以下の施設等から計 55名にご参加いただきました。 

表 １-5 参加者の概要 

施設等 参加者 

東日本旅客鉄道株式会社 千葉支社 2名 

千葉都市モノレール株式会社 1名 

千葉南公共職業安定所 1名 

千葉県警察 1名 

郵便局（千葉今井郵便局/千葉宮崎郵便局/千葉宮崎郵便局/千葉西都
賀郵便局/都賀駅前郵便局） 5名 

蘇我駅前連絡所 1名 

緑区役所 1名 

緑市税出張所 1名 

若葉区役所 1名 

東部市税事務所 1名 

宮崎公民館 2名 

蘇我コミュニティセンター 1名 

鎌取コミュニティセンター 2名 

都賀コミュニティセンター 2名 

蘇我いきいきセンター 2名 

千葉市あんしんケアセンター鎌取 2名 

千葉メディカルセンター 3名 

国立病院機構下総精神医療センター 1名 

緑保健福祉センター 1名 

若葉保健福祉センター 1名 

県立千葉聾学校 1名 
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施設等 参加者 

蘇我小学校 1名 

宮崎小学校 1名 

フクダ電子アリーナ 1名 

緑図書館 1名 

若葉図書館西都賀分館 2名 

GLBO（グローボ） 1名 

ケーズデンキ ハーバーシティ蘇我店 1名 

アリオ蘇我 1名 

ホームズ蘇我店 1名 

フェスティバルウォーク蘇我 1名 

ベイフロント蘇我 1名 

イオンスタイル鎌取 1名 

しまむら都賀店 1名 

西友都賀店 1名 

コナミスポーツクラブ都賀 1名 

アーバンホテル三幸 1名 

ホテルマイステイズ蘇我 1名 

千葉市蘇我スポーツ公園 1名 

有吉貝塚公園 1名 

道路 1名 

タクシー（千葉県タクシー協会） 1名 

合計 55名 
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４） 合同意見交換会 

 開催の目的 

地区別バリアフリー基本構想の策定にあたり、地区ＷＧで実施した「まち歩き点検

ワークショップ」での意見を踏まえ、事業者ＷＧの各施設設置管理者等に特定事業と

して掲載する対応方針を検討いただき、その内容についての意見交換を行い、相互理

解の促進を図りました。 

  

図１-7 意見交換会の様子 

 

 開催概要 

地区ＷＧ・事業者ＷＧの合同意見交換会を以下のとおり実施しました。 

日時 令和 7年 10月 2日（木） 10時 00分～12時 00分 

開催場所 千葉市役所 2階 XL会議室 202、203 

開催方法 対面及びオンラインのハイブリッド形式 

 

 参加者 

「ＪＲ蘇我地区」、「ＪＲ鎌取地区」、「ＪＲ/モノレール都賀地区」の３地区合同で、

地区ＷＧ・事業者ＷＧの合同意見交換会を以下のとおり実施しました。 

表 １-6 地区ＷＧからの参加者 

団体名 参加者 

千葉市身体障害者連合会 7名 

千葉市手をつなぐ育成会 3名 

特定非営利活動法人千家連 2名 

合計 12名 

 

表 １-7 事業者ＷＧからの参加者 

施設名・団体名等 参加者 

東日本旅客鉄道株式会社 千葉支社 2名 

千葉都市モノレール株式会社 1名 

千葉県タクシー協会千葉支部 1名 
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施設名・団体名等 参加者 

京成バス １名 

京成バス千葉イースト １名 

小湊鉄道 １名 

道路 2名 

蘇我駅前連絡所 1名 

郵便局（千葉今井/千葉宮崎/千葉緑/千葉西都賀/都賀駅前） 6名 

緑区役所 4名 

若葉区役所 2名 

東部市税事務所 1名 

宮崎公民館 1名 

蘇我いきいきセンター／都賀いきいきセンター 2名 

蘇我コミュニティセンター 1名 

鎌取コミュニティセンター 1名 

都賀コミュニティセンター 2名 

千葉市あんしんケアセンター桜木 2名 

緑保健福祉センター 1名 

若葉保健福祉センター 1名 

県立千葉聾学校 1名 

蘇我小学校 1名 

宮崎小学校 1名 

若葉図書館西都賀分館 2名 

GLOBO（グローボ） 2名 

ケーズデンキ ハーバーシティ蘇我店 1名 

フェスティバルウォーク蘇我 1名 

ベイフロント蘇我 1名 

フクダ電子アリーナ／千葉市蘇我スポーツ公園 2名 

有吉貝塚公園 2名 

合計 48名 

 

表 １-8 オブザーバー参加者 

団体名 参加者 

学識経験者 2名 

千葉市バリアフリー基本構想推進協議会 公募委員 3名 

学生 8名 

合計 13名 

 

 

 

※参加者数について、基本構想（案）で変更となる可能性がございます。 
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 意見概要 

意見交換会での主な意見は以下のとおりです。 

表 １-9 主な意見概要 

項目 主な意見概要 

公
共
交
通 

鉄
道
駅 

意
見 

① 今後、ホームドアを設置するときに、できれば改札などで、自動音声で構

わないので、「いつから工事が始まって、ここのホームは危険です」とい

う案内放送を充実させていただきたい。（JR蘇我駅） 

② ホームと電車との段差というのがずっと解消されない。これはバリアフ

リーにはあたらないのか。そして、ずっと計画には挙げられないのか。

（JR鎌取駅） 

回
答 

① 特定事業として位置づけを検討する。 

② 関係部署と調整して、今後の対応を検討する。 

道

路 

 

駅
前
広
場 

意
見 

① JR 蘇我駅の海側のロータリーの階段は、溝が二つくらいあるだけなので

雨が降ると本当に滑りやすい。いつも注意しながら通っているので、何

か滑りにくいものがあると嬉しい。 

回
答 

① JR 蘇我駅の海側の階段には滑り止めの対応として溝が数本あるが、さら

に効果を発揮するよう、段鼻の黄色部分の改修と併せて、滑りにくいも

のを設置することを検討する。 

ス
ロ
ー
プ 

意
見 

② 緑区役所もしくは鎌取コミュニティセンターに、スロープがある。その

スロープを車椅子で上ってみたところ上っていけない。勾配のせいもあ

るし、スロープが長くて途中で踊り場もない。これから改修される場合

は、その辺も考慮して改修するとよいと思う。 

回
答 

②当時の基準の傾斜角度でつくっていると思うが、スロープの傾斜改善とな

るとどうしても距離が延びるので、改善するには大規模な改修が必要にな

る。大規模な改修の時期に確認・点検し、改善していくように考えている。 

※該当箇所が不明であり、道路構造物か建築物か判断がつかなかったが、

当日は、道路構造物として土木保全課より回答した。 

都
市
公
園 

ト
イ
レ 

意
見 

① フクダ電子アリーナに行くところのトイレだが、表示が劣化していたが、

点検してから１年経っているが、今どうなっているのか。 

回
答 

① 昨年 11月にまち歩き点検でご意見をいただき、その後すぐに再塗装を行

い、はっきり見えるかたちに修理している。 

建
築
物 

ト
イ
レ 

意
見 

① セクシュアルマイノリティへの配慮不足や、寝たきりの車椅子利用者の

オムツ交換場所の欠如など、公共施設の環境整備が遅れている。特にオ

ムツ交換台の予算不足で設置が見送られる事例があり、多目的トイレが

誰もが使いやすくなるよう、事業に取り入れてほしい。 

回
答 

①今後どのようなものがよいかご意見をいただきながら検討していきたい。 

教
育
啓
発 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ 

意
見 

① 視覚障害者は、ショッピングセンターなどのウェブサイトのフロア案内

で、文字説明のない画像のみが表示されるというアクセシビリティの問

題に遭遇している。文字説明がなく画像内容が理解できないため、ホー

ムページ作成担当者や制作会社は、ウェブアクセシビリティ指針に基づ

き、視覚障害者にも分かりやすい表示となるよう工夫してほしい。 

回
答 

① 今回参加の事業者において、改善できるようであれば検討いただきたい。

また、市のホームページついては、職員が担当で作成することが多いが、

個々の職員も留意していきたい。 

※意見概要は、蘇我地区・鎌取地区・都賀地区の生活関連施設全てに該当するものではありません。 
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 バリアフリー化に向けた基本的な方針 

 地区の現状と課題 

 地区の現状 

面積（重点整備地区）  

旅客施設乗降客数  

バス便数  

生活関連施設数  

生活関連経路延長  

500m圏人口 

 

500m圏高齢者数  

500ｍ圏高齢化率  

 

調整中 
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JR 鎌取地区は、駅の南口側に公共施設、集会施設、福祉施設、大規模店舗が集積して

います。駅周辺の主な土地利用は商業・業務系、中高層住宅が多く、駅南側に都市機能

誘導区域が設定されています。 

生活関連施設数は、促進地区内に 11 施設あり、駅の東側半径 1 ㎞圏内には、広域から

の利用が想定される下総精神医療センターが、南側半径 1 ㎞圏内には、有吉貝塚公園が

立地しています。 

図 ２-１ JR 鎌取地区の施設立地状況 

（バリアフリーマスタープランより） 

 

 課題 

南口側の駅や道路、施設は基本的に歩道が広く、視覚障害者誘導用ブロックが整備さ

れているなどバリアフリー化されていますが、デッキ構造となっていることからバリア

フリールートの案内の充実などが必要です。 

北口側では大網街道の歩道が狭く、また下総精神医療センター方面への経路は路側帯

もない道路となっていますが、JR鎌取駅前から下総精神医療センターへは路線バスが運

行されており、利用者の殆どがバス利用であることから、バス停から施設間の歩行環境

の充実・改善が求められます。 

  

種別 番号 施設名称 

旅客施設 
 

JR鎌取駅 

公共施設 

 

緑区役所 ※１ 

 

千葉緑郵便局 

 

緑市税出張所 ※１ 

集会施設 
 

鎌取コミュニティセンター ※２ 

福祉施設 
 

千葉市あんしんケアセンター鎌取 ※３ 

保健施設 

・病院 

 

国立病院機構下総精神医療センター 

 

緑保健福祉センター 

文化・教養・

教育施設 

 

県立千葉聾学校 

 緑図書館 ※２ 

大規模店舗 
 

イオンスタイル鎌取 ※３ 

都市公園 
 

有吉貝塚公園 

  ※は同一建築物内 
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 バリアフリー方針及び事業の目標年次 

 バリアフリー方針 

バリアフリーマスタープランで設定した鎌取地区におけるバリアフリー方針を踏

まえ、鎌取地区におけるバリアフリー方針は以下のとおりとします。 

➢ 駅から主な生活関連施設間の歩行環境の向上を図ります。 

➢ 駅前広場の利便性を向上します。 

➢ バス停留所の利用環境の向上、及びバス停留所と生活関連施設間の安全・安心な

誘導を図ります。 

 

 事業の目標年次 

本地区別バリアフリー基本構想の計画期間が令和 12 年度（2030 年度）であることを

踏まえ、特定事業等の事業期間を、バリアフリーマスタープランの完了年次までの期間

を短中期とし、各期間の終了時期を目標として特定事業等の推進を図ります。 

なお、計画期間以降に実施する事業については、地区別バリアフリー基本構想改定の

際に課題として引き継がれるよう、長期として設定します。 

 

短中期 ： 令和 8年度～令和 12年度（2026年度～2030年度） 

長 期 ： 令和 13年度（2031年度）以降 
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第３章 重点整備地区の設定 

３.１  重点整備地区の設定の考え方 

バリアフリーマスタープランでは、重点整備地区の設定について、立地適正化計画と

の整合を図り、都心、重要地域拠点に位置づけられている地区については、評価要件（①

旅客施設の乗降客数、②生活関連施設の立地数、③人口）に基づく優先度等を踏まえた

上で、重点整備地区を選定することとしています。 

重点整備地区の設定にあたっては、下図の重点整備地区設定のパターンを踏まえて、

ＪＲ鎌取地区の生活関連施設の立地特性などを考慮して検討します。 

 

 

図 ３-１ 重点整備地区設定の考え方フロー重点整備地区の設定 

促進地区（22 地区設定） 

千葉市立地適正化計画※ 
における位置づけ 

都心 
重要地域拠点 

地域拠点 
連携地域拠点 
位置づけのない地区 

その他の地区 優先的に検討すべき地区 

[15地区] 

【地域拠点】:10地区 

【連携地域拠点】:4地区 

市立青葉病院周辺地区 

:1地区 

重点整備地区候補 [7地区]       

【都心】    ：千葉都心地区（令和 4年度策定済み）、JR海浜幕
張地区、JR蘇我地区 

【重要地域拠点】：JR/京成幕張地区、JR/京成稲毛地区(令和 3年度策
定済み）、JR鎌取地区、JR/モノレール都賀地区 

 

《評価要件》 

①旅客施設の乗降客数、②生活関連施設の立地数、③人口 

                          単位：順位 

候補地区 

(※:令和 3年度策定済み) 

旅客施設の 

乗降客数＊1 

生活関連施設 

の立地数 
人口＊2 

JR/京成幕張地区 7 7 3 
JR/京成稲毛地区(※) 3 4 1 
千葉都心地区 1 1 6 
JR蘇我地区 4 3 4 
JR鎌取地区 6 6 5 
JR/モノレール 
都賀地区 

5 5 2 

JR海浜幕張地区 2 2 7 

*1:地区内の旅客施設合計、*2：中心駅半径 500m圏域 

地区特性を踏まえて地区設定パターンを選定 （特定事業の位置づけ可能性がある主要施設を抽出） 

パターンＡ 

促進地区一致型 

 

 

 

 

 

 

パターンＢ 

主要施設抽出型 
（駅周辺） 

 

 

 

パターンＣ 

主要施設群抽出型 

（駅周辺＋施設群） 

…α 

 

必要に応じて 

新たなパターンを 

追加 

重点整備地区

促進地区

都市機能誘導区域

鉄道駅

生活関連施設

鉄道駅1km圏

凡例

重点整備地区の設定 
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重点整備地区の設定パターンを以下に示します。 

パターン A は、促進地区全域を重点整備地区とするもので、小規模な地区、又は重点

整備地区の範囲を狭める必要のない地区に適しています。パターン B は、都市機能誘導

区域に鉄軌道駅半径 1 ㎞圏内の生活関連施設を含む範囲を加えたもので、生活関連施設

数の立地状況に応じて、促進地区よりも小範囲の抽出が必要な場合に適しています。パ

ターン C は、パターンＢの範囲に鉄軌道駅半径 1 ㎞圏外の施設集積エリアを加えたもの

で、鉄道駅 1km 圏外に主要施設が集積している場合に適しています。なお、地区特性を

考慮した結果、いずれのパターンにも適さない場合には、パターンαとして、地区独自

の新たなパターンを設定します。 

表 ３-１ 地区設定パターンの考え方 

 

パターンＡ パターンＢ パターンＣ 

パ
タ
ー
ンα

 

促進地区一致型 
主要施設抽出型 

(駅周辺) 
主要施設群抽出型 
(駅周辺＋施設群) 

独
自
型 

設
定
の
考
え
方 

重点整備 
地区 

促進地区全域 

都市機能誘導区域 
＋鉄軌道駅半径 1km圏
内の生活関連施設を 

含む範囲 

Ｂの範囲＋鉄軌道駅半
径 1km圏外の施設集積

エリア 

必
要
に
応
じ
て
新
た
な
パ
タ
ー
ン
を
追
加 

生
活
関
連
施
設 

起
点
鉄 

軌
道
駅 

乗降客数 2,000人以上 

抽
出 

範
囲 

・促進地区全域 
・都市機能誘導区域 
・鉄軌道駅半径 1km圏内 

・都市機能誘導区域 
・鉄軌道駅半径 1km圏内 
＋圏外の施設集積エリア 

生活関連 
経路 

重点整備地区内で、生活関連施設間を結ぶ経路 

イメージ 

   

メリット 

・小規模な地区かつ促進
地区≒都市機能誘導区
域で妥当な範囲 
・新たな範囲設定が不要 

①鉄軌道駅半径 1km圏域
付近の主要な施設も事
業の位置づけが可能 

②生活関連施設の配置状
況に応じた面的、一体
的なバリアフリー整備
の現実的な範囲 

①同左 
②同左 
③鉄軌道駅半径 1km 圏外
の主要施設も漏れなく
事業の位置づけ可能 

デメリット 

・大規模な地区では、
地区範囲が広く重点的
な整備が困難となる恐
れあり 

①都市機能誘導区域の範囲によっては、地区範囲
が広くなり重点的な整備が困難となる恐れあり 

②重点整備地区の区域設定について、その考えを
新たに整理する必要あり 



3-3 

３.２  重点整備地区の設定 

ＪＲ鎌取地区の立地特性を踏まえて検討した結果、以下の評価となり、「パターンα：

独自型」が適切であると考えられます。よって、パターンαの設定の考え方に従って、

地区設定を行います。 

表 ３-２ 地区設定の考え方及びＪＲ鎌取地区の評価 

  

地区設定 

パターン 

パターンＡ 

促進地区一致型 

パターンＢ 

主要施設抽出型（駅

周辺） 

パターンＣ 

主要施設群抽出型 

(駅周辺＋施設群) 

パターンα 

独自型 

設
定
の
考
え
方 

重
点
整
備
地
区 

促進地区全域 

都市機能誘導区域 
＋鉄軌道駅半径 1km
圏内の 
生活関連施設を含む
範囲 

Ｂの範囲＋鉄軌道駅

半径 1km 圏外の施設

集積エリア 

都市機能誘導区域 
＋鉄軌道駅半径 1km
圏内の 

生活関連施設を含む

範囲 

生
活
関
連
施
設 

(ア) マスタープラ

ンで指定した

生活関連施設 

(イ) 重点整備地区

内に立地する

公立小中学校 

(ウ) 再開発事業等、

特に連携して

バリアフリー

のまちづくり

の充実が図ら

れる施設 

(ア) 概ね半径 1km

圏内に立地す

るマスタープ

ランで指定し

た生活関連施

設 

(イ) 同左 

(ア) 同左 

(ア) 概ね半径 1km

圏内に立地す

るマスタープ

ランで指定し

た生活関連施

設＋半径 1km

圏外に立地す

るマスタープ

ランで指定し

た生活関連施

設群 

(イ) 左同 

(ア) 左同 

(ア) 概ね半径 1km

圏内に立地す

るマスタープ

ランで指定し

た生活関連施

設 

(イ) 左同 

(ウ) 左同 

生
活
関
連
経
路 

生活関連施設を結ぶ

経路 
同左 同左 

生活関連施設を結ぶ

経路のうち、道路整

備が困難な経路を除

外 

評価 

生活関連施設間を結

ぶネットワーク経路

のうち、整備が困難

な道路があり、一体

的な範囲とすること

ができない。 

同左 

鉄道駅から半径 1 ㎞

圏外に、生活関連施

設群と呼べるものが

存在しないため、該

当しない。 

国立病院機構下総精

神医療センターへの

経路は幅員が狭く、

歩道がない。また坂

道が多いため、徒歩

利用が見込まれない

上に、土地の都合上、

整備の余地がない。 

△ △ △ ○ 
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ＪＲ鎌取地区においては、前頁の地区設定の考え方に基づき重点整備地区を設定しま

す。 

・都市機能誘導区域、及び鉄軌道駅半径 1km 圏内の生活関連施設を含むように地区

を設定する。 

・なお、生活関連経路のバリアフリー化の目処が立っていないが、実態として鉄道

駅から路線バスによる移動が主となっている生活関連施設は、路線バスにより連

続した、面的・一体的なバリアフリー化を図る地区として飛地指定する。 

 

３.３  生活関連施設・生活関連経路の設定 

以下の考え方に基づき生活関連施設・生活関連経路を設定します。 

 生活関連施設の設定 

バリアフリーマスタープランの生活関連施設を基本に、不特定多数の高齢者・障害者

等の利用が考えられる施設を生活関連施設として設定します。 

生活関連施設の設定の考え方は以下のとおりです。 

・促進地区内の生活関連施設を対象とする。 

 

 生活関連経路の設定 

バリアフリーマスタープランで定めた生活関連経路を基本とし、重点整備地区におけ

る生活関連施設間を結ぶ経路を設定します。なお、新たに追加する生活関連施設への経

路は、原則として既存経路から分岐させて設定します。 

生活関連経路の設定の考え方は以下のとおりです。 

・地区の幹線的な道路であり、歩行者ネットワークの根幹となる経路。 

・生活関連施設間を結ぶネットワークを構成する経路。 
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表 ３-３ ＪＲ鎌取地区における生活関連施設の抽出ルール 

施設種別 生活関連施設 
抽出ルール 

半径 500m 
圏内 

半径 500～ 
1km圏内 

1 旅客施設 
鉄軌道駅（乗降客数 2,000人以上） ○ ○ 

旅客船ターミナル ○ ○ 

2 
公共施設 

（公益施設） 

市役所、区役所、市民センター等 ○ ○ 

連絡所 ○ × 

県庁 ○ ○ 

警察署 ○ × 

運転免許センター ○ ○ 

法務局 ○ × 

税務署 ○ × 

県税事務所 ○ × 

公共職業安定所（ハローワーク） ○ × 

年金事務所 ○ × 

郵便局 ○ ○※ 

3 集会施設 
コミュニティセンター、 
勤労市民プラザ、公民館 

○ × 

市民会館 ○ ○ 

4 福祉施設 

高齢者施設（地域安心ケアセンター、い
きいきセンター・プラザ） 

○ × 

障害者施設（障害者福祉センター、 
養護教育センター） 

○ × 

障害者施設（療育センター） ○ ○ 

子育て支援施設 
（地域子育て支援センター） 

○ × 

社会福祉協議会 ○ × 

5 
保健施設・ 

病院 

保健所、保健福祉センター ○ ○ 

病院（病床数 20床以上） ○ × 

総合病院（病床数 100床以上） ○ ○ 

6 
文化・教養 
・教育施設 

生涯学習センター、青少年センター、 
文化会館（センター・プラザ・ホール）、科
学館、スポーツ施設 

○ × 

図書館、博物館、美術館 ○ × 

大学 ○ × 

特別支援学校 ○ × 

公立小中学校 〇 〇 

7 大規模店舗 
大規模小売店舗（2,000㎡以上） ○ × 

大規模集客施設（10,000㎡超） ○ × 

8 宿泊施設 客室数 50以上のホテル又は旅館 ○ × 

9 都市公園 
地区公園 ○ × 

都市基幹公園、大規模公園、特殊公園 ○ ○ 

10 駐車場 路外駐車場（公共） ○ × 

11 
― 

上記の生活関連施設に合致する 
従前の基本構想の目的施設 

○ ○ 

12 
上記の生活関連施設のうち、生活関連経
路に出入口を接する施設 

○ ○ 

○：対象  ×：対象外  ※ゆうゆう窓口有 
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【重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路】 

 

 

表 ３-４ ＪＲ鎌取地区における生活関連施設一覧 

 種別 番号 施設名称 

旅客施設 
 

JR鎌取駅 

公共施設 

 

緑区役所 ※１ 

 

千葉緑郵便局 

 

緑市税出張所 ※１ 

集会施設 
 

鎌取コミュニティセンター ※２ 

福祉施設 
 

千葉市あんしんケアセンター鎌取 ※

３ 

保健施設・病

院 

 

国立病院機構下総精神医療センター 

 緑保健福祉センター 

文化・教養・ 

教育施設 

 

県立千葉聾学校 

 

緑図書館 ※２ 

大規模店舗  イオンスタイル鎌取 ※３ 

都市公園 
 

有吉貝塚公園 

全 12施設 

凡例       :マスターブランで定める生活関連施設に追加した施設 
※  ：同一建物内 
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第４章 移動等円滑化に関する事項 

４.１ 重点整備地区におけるバリアフリー化の考え方 
重点整備地区におけるバリアフリー化の推進にあたり、『バリアフリー化に関する基準等』、『バ

リアフリー化に向けた配慮事項』、『バリアフリー方針』を考慮した上で、地区別バリアフリー

基本構想において特定事業等を定めます。地区別バリアフリー基本構想策定後、各施設設置

管理者等が作成した特定事業計画に基づき、事業を執り行うことで、地区内の連続的・一体

的なバリアフリー化を図ります。 

 

 

 

 

 

図 0-１ 重点整備地区におけるバリアフリー化推進の考え方 

 

また、地区別バリアフリー基本構想の趣旨や、市民・事業者の役割等について、理解を深め

てもらうための啓発・広報の機会を設けていくとともに、市民参加の機会を探りながらバリ

アフリー化に向けた取組みを進めていきます。 

（１）生活関連施設のバリアフリー化の推進 

鉄軌道の旅客施設については、エレベーターやバリアフリートイレの設置など、おおむねバ

リアフリー化が図られていますが、ホームドアの設置や、視覚障害者や聴覚障害者向けの案

内など、より高水準のバリアフリー化が求められています。 

建築物については、築年数やバリアフリー状況がそれぞれ異なり、各施設の状況に応じて可

能な対策を図ることが求められています。特にハード整備が難しい建築物においては、案内

サインや人的対応の充実などでカバーしていくことが重要です。 

都市公園は、園路の視覚障害者誘導用ブロックの維持管理や、トイレの案内のわかりやすさ

などが課題となっています。 

これらの生活関連施設のバリアフリー化を推進するために、地区別バリアフリー基本構想に

おいて特定事業等を設定します。事業設定後、各施設設置管理者等が作成する特定事業計画

にしたがって事業を実施することで、着実なバリアフリー化の推進を図ります。 

（２）生活関連経路のバリアフリー化の推進 

市が管理する道路については、本基本構想で定める生活関連経路を含めた「道路のバリ

アフリー整備計画（令和４年８月策定）」に基づき、具体的な取組みを進め、市内全域で

のバリアフリー化を図っていきます。また、信号機等のバリアフリー化については公安委

員会と相互連携を図りながら推進していきます。  

生活関連施設 
基準 
等 

配慮 
事項 

生活関連経路 

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
方針 

事業 
設定 

事業 

計画 
バリアフリー化 

の推進 
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４.２ バリアフリー化に関する主な基準等 

各生活関連施設や生活関連経路のバリアフリー整備にあたっては、バリアフリー法に基づ

く移動等円滑化基準への適合、及び関連するガイドラインや条例等に留意した整備を推進

します。 

表 0-１ バリアフリー化に関する主な基準等 

種別 項目 名称 所管など/作成年月 

移
動
等
円
滑
化
基
準 

公共交通 
移動等円滑化のために必要な旅客施設又は車両等の構造及び設備並
びに旅客施設及び車両等を使用した役務の提供の方法に関する基準
（公共交通移動等円滑化基準） 

国土交通省【省令】 
令和６年 12月改正 

道  路 

移動等円滑化のために必要な道路の構造及び旅客特定車輌停留施設
を使用した役務の提供の方法に関する基準 
（道路移動等円滑化基準） 

国土交通省【省令】 
令和 3年３月改正 

移動等円滑化のために必要な道路の占用に関する基準 
国土交通省【省令】 
令和 3年１月改正 

公  園 
移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に 
関する基準（都市公園移動等円滑化基準） 

国土交通省【省令】 
令和 6年 11月改正 

建 築 物 

移動等円滑化のために必要な建築物特定施設の構造及び配置
に関する基準（建築物移動等円滑化基準） 

国土交通省【政令】 
令和 6年６月改正 

高齢者、障害者等が円滑に利用できるようにするために誘導すべき建
築物特定施設の構造及び配置に関する基準 
（建築物移動等円滑化誘導基準） 

国土交通省【省令】 
令和 6年 11月改正 

交通安全 
高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る信号機等に
関する基準 

国家公安委員会【規則】 
令和 5年 3月改正 

駐 車 場 
移動等円滑化のために必要な特定路外駐車場の構造及び設備
に関する基準（路外駐車場移動等円滑化基準） 

国土交通省【省令】 
令和 6年 9月 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等 

公共交通 

公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドラ
イン バリアフリー整備ガイドライン〔旅客施設編〕 

国土交通省 
令和 7年 9月改訂 

公共交通機関の車両等に関する移動等円滑化整備ガイドライ
ン バリアフリー整備ガイドライン〔車両等編〕 

国土交通省 
令和 7年 9月改訂 

公共交通機関の役務の提供に関する移動等円滑化整備 
ガイドライン バリアフリー整備ガイドライン〔役務編〕 

国土交通省 
令和 7年 9月改訂 

駅の無人化に伴う安全・円滑な駅利用に関するガイドライン 
国土交通省 
令和 4年 7月 

道  路 道路の移動等円滑化に関するガイドライン 
国土交通省 

令和 6年 1月 

公  園 都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン 
国土交通省 

令和 4年 3月改訂 

建 築 物 高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準 
国土交通省 

令和 7年 5月改正 

駐車場 車椅子使用者用駐車施設等の適正利用に関するガイドライン 
国土交通省 
令和 5年 3月 

教育啓発 教育啓発特定事業の実施に関するガイドライン 
国土交通省 

令和 4年 3月 

条
例
等 

公共交通・道路 
公園・建築物等 

千葉県福祉のまちづくり条例 
千葉県 

令和 7年 3月改正 

千葉県福祉のまちづくり条例施設整備マニュアル 
千葉県 

平成 30年 10月改訂 

道路 

県が管理する県道に係る移動等円滑化のために必要な道路の
構造に関する基準を定める条例 

千葉県 
令和 3年 10月改正 

千葉市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準
を定める条例 

千葉市 
平成 24年 12月 

歩行空間整備マニュアル 
～安全で快適な歩行空間の整備～ 

千葉市 
令和６年 4月改訂 

視覚障害者誘導用ブロックの敷設基準 
千葉市 

平成 31年 4月 

千葉市歩行空間のベンチ設置計画 
千葉市 

令和 7年 6月改定 
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種別 項目 名称 所管など/作成年月 

条
例
等 

都市公園 

千葉県立都市公園に係る移動等円滑化のために必要な特定
公園施設の設置に関する基準を定める条例 

千葉県 
令和 7年 4月改正 

千葉市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関
する基準を定める条例 

千葉市 
平成 24年 12月 

建 築 物 千葉県建築物ユニバーサルデザイン整備指針 
千葉県 

平成 17年 3月 

交通安全 
高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る信号機等に
関する基準を定める条例 

千葉県 
令和 5年 5月改正 

 

  

＜コラム：合理的配慮の提供の義務化について＞ 

令和 3年の障害者差別解消法の改正に伴い、令和 6年 4月 1日から事業者にも合理的配慮
※の提供が義務化されることになりました。 

高齢者や障害者等も含めた全ての市民が社会活動に積極的に参加・貢献できるための共

生社会を実現していく上で、市民や施設設置管理者、施設の従業員等のそれぞれが障害を

理解し、協力し、互いの人権を認め合うことが重要です。 

合理的配慮の提供にあたっては、障害のある人と事業者等との間の「建設的対話」を通じ

て相互理解を深め、共に対応案を検討していくことが重要です（建設的対話を一方的に拒

むことは合理的配慮の提供義務違反となる可能性もあるため注意が必要です）。 

［参考］内閣府・リーフレット 

https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_leaflet-r05.html 

※合理的配慮とは… 

障害のある人から社会的障壁を取り除いてほしいという意思表明があった場合に、周りの人や会社などがす

べき無理のない配慮（負担が重すぎない範囲で対応）のこと。重すぎる負担がある場合でも、なぜ負担が重す

ぎるのか理由を説明し、別のやり方を提案することも含め、話し合い、理解を得るよう努めることを指しま

す。 
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４.３ バリアフリー化に向けた配慮事項 
高齢者や障害者等を含む全ての人が利用しやすい施設の整備に向けて、バリアフリーマス

タープランにおいて、『バリアフリー化の促進に向けた配慮事項』が示されています。 

本地区別バリアフリー基本構想では、その内容をもとに、令和６年度実施したまち歩き点検ワ

ークショップや子育て世代アンケート調査結果から地区特性を踏まえ、バリアフリー化に向け

た配慮事項を整理しました。 

施設整備においては、構造上の制限や財源等、さまざまな課題がありますが、可能な限りこ

れらの配慮事項を踏まえた整備が望ましいと考えます。また、整備にあたり施設設置管理者

間の連携や整備手法の検討が必要な事業についても協議しながら、各施設のさらなるバリ

アフリー化に配慮した整備の推進に努めるものとします。あわせて、人による対応や心のバ

リアフリーなどのソフト施策の推進を図ります。 

なお、今後の社会情勢等の変化により、配慮すべき事項等がさらに多様化していくことが予

測されるため、国の動向等を踏まえ、これら以外の事項等についても留意していく必要があ

ります。 
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（１）公共交通のバリアフリー化 

１）旅客施設（鉄軌道駅） 

表 0-２ 旅客施設（鉄軌道駅）の共通の配慮事項 

項目 共通の配慮事項 

① 通路 

主要な出入口から各ホームまでのバリアフリー化された経路を確保する（平均乗降客数
3,000人/日以上の駅は全て整備済み）。 

階段周辺など動線が錯綜する通路では、視覚障害者が安心して移動できる経路に配慮して
視覚障害者誘導用ブロックを配置する。 

視覚障害者誘導用ブロックは JIS規格に合わせたものとする。輝度比を確保し、滑りにくい
材質とする。 

② 上下移動 

エレベーターは、障害者やベビーカー利用者が利用しやすい構造とする（十分な広さ、開延
長ボタン、車椅子使用者対応操作ボタン、足下まで見える鏡、浮き彫り表示のボタン、開閉
する側の扉を具体的に知らせる音声案内、緊急時等に情報提供を行う表示装置、ガラス窓な
ど）。 

階段は段鼻の色を強調し、段を識別しやすいようにする。 

階段の踏面は滑りにくい仕上げとする。 

階段は両側に手すりを設け、行先を点字で表示する。手すりの端部や角は、引っかかる危険
がないよう丸く処理する。 

③ ホーム 

ホームドアや可動式ホーム柵、又は内方線付点状ブロックを設置する。 

ホームの幅員が狭い箇所には、車椅子使用者や視覚障害者に配慮した注意喚起や安全対策
を実施する。 

ホームと車両の隙間や段差は、できる限り小さくする。 

乗降や移動を妨げない位置に配慮し、ベンチを設置する。 

高齢者や弱視の人に配慮し、適切な明るさを確保する。 

④ 券売機等 
車椅子使用者でも近づきやすいよう蹴込みを設け、タッチパネルが見やすい（反射しない）
券売機等を設置する。 

⑤ トイレ 

車椅子使用者が円滑に利用できるトイレを設置する（開閉しやすい扉、十分な広さ、可動式
手すり、大型ベッドの設置、統一されたボタン配置など）。 

多機能トイレの利用の集中を分散するため、一般トイレ（男女）に広めの個室や手すり、乳幼児
用設備（ベビーチェアやベビーベッドなど）を設置する。 

温水が使えるオストメイト対応設備を設置する（車椅子使用者用トイレ又は一般トイレ）。
また、オストメイト対応設備とあわせて着替え台を設ける。 

異性介助等に配慮したトイレを設置する（多機能トイレの位置への配慮、カーテンの設置、
男女共用のピクトグラム等）。 

施設の規模や特徴に応じて、キッズトイレを設置する。 

一般トイレは、和式便器を洋式化（ウォシュレット対応）するほか、JIS規格に沿って統一
されたボタン配置に留意し、使いやすい位置に荷物かけ・荷物台を設ける。 

便房の使用状況がわかりやすい表示を行う。 

便器や洗面台がわかりやすいように壁の色とのコントラストを確保する。 

非常事態を聴覚障害者等に知らせることができるフラッシュライト等を設ける。 

⑥ 案内設備 

バリアフリー化された経路や乗継経路、バリアフリー設備等の情報がわかる案内図や、ピク
トグラムなどを活用した大きくわかりやすい案内表示を確認しやすい位置に設ける。 

改札口やトイレ、エスカレーター等に音声案内を設置する。また、駅構内やトイレの配置が
わかる触知案内図を設置する。 

可変式情報表示装置を設置し、緊急時等の情報をタイムリーに伝達できるようにする。 

ホームに車両内の優先席や車椅子・ベビーカースペース等の場所がわかるような表示を行
う。 
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項目 共通の配慮事項 

⑦ その他設備 
大規模な旅客施設においては、授乳室やおむつ替えのできる場所を設け、ベビーベッドや給湯
設備等を配置する。 

⑧ 人的対応・ 
心の 
バリアフリー 

職員による案内やサポートなどの対応を充実する。 

タッチパネルが利用できない視覚障害者、インターホンが利用できない聴覚障害者等に対
し、無人駅における障害者等への対応方法を検討する。 

エレベーターや車椅子使用者用トイレに優先利用の表示を行い、必要な人が使えるよう啓発す
る。 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育・研修を実施する。 

筆談用具を設け、筆談用具があることを示す案内を表示する。また、筆談用具は利用者から
要望を受けた際にすぐに取り出せる場所に保管する。 

駅や車両利用のマナー・ルール等について、利用者への啓発を行う。 

※下線部分は市民意見が多く出たもの 

● 参考：旅客施設のバリアフリー化 

 

図 0-２ ホーム柵 

 

図 0-３ ホーム柵 

 

 

図 0-４ 内方線付点状ブロック 
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２）バス 

表 0-３ バスの共通の配慮事項 

項目 共通の配慮事項 

① 車両 ノンステップバスなど、バリアフリー化された車両への代替を促進する。 

② バス乗降場 
・停留所 

（道路管理者と連携） 

バス停へのベンチ・上屋の設置や十分な待合スペースを確保する。 

駅前広場では、駅出入口から各停留所まで連続した上屋（幅員 2.5m以上が望ましい）を設置す
る。 

バス乗車位置に合わせた視覚障害者誘導用ブロックを設置するとともに、バス待ちの列と歩道
の通行者が衝突しないような動線を確保する。 

バスが正着（停留所に寄せてまっすぐ停車）しやすく、車両との段差が生じない構造に改良す
る。（特に駅前広場について正着性に考慮した構造とする。） 

③ 案内設備 

バス乗降場や停留所における案内を充実する（乗場案内・わかりやすい路線図・乗継案内、ノ
ンステップバス運行の表示、多言語表記、音声案内、デジタルサイネージなど）。 

案内設備や停留所の柱等が利用者の動線を阻害しないよう配置に留意する。 

バス接近表示システムの導入（音声案内・電光表示）を促進する。 

④ 人的対応・ 
心の 
バリアフリー 

バス停への正着やニーリング（車両を傾けて段差を緩和する）を徹底する。 

バス停では、車外に向けてわかりやすく行き先のアナウンスを行う。 

車椅子使用者のみでなく、ベビーカー利用者等の多様な利用者への適切な対応について乗務員
の教育を実施する。 

バス利用のマナー・ルール等について、利用者への周知・啓発を行う（ベビーカー利用者、車
椅子使用者へのマナー・ルールの周知、乗客のベビーカー利用者・車椅子使用者への理解促進）。 

※下線部分は市民意見が多く出たもの 

● 参考：旅客施設のバリアフリー化 

 

図 ４-５ ノンステップバス 

 

図 ４-６ バリアフリー化されたバス停留所 

３）タクシー 

表 0-４ タクシーの共通の配慮事項 

項目 共通の配慮事項 

① 車両 
車椅子使用者等も利用できる福祉タクシーやユニバーサルデザインタクシーの導入を促進す
る。 

② 乗降場 
（道路管理者と連携） 

多様な利用者が使いやすい乗降場を整備する（平坦部の確保、車椅子使用者が円滑に乗降できる
構造、わかりやすい動線、上屋の設置、連続した視覚障害者誘導用ブロックの設置等）。 

③ 人的対応・ 
心の 
バリアフリー 

多様な利用者への適切な対応について乗務員の教育を実施する。 

※下線部分は市民意見が多く出たもの 
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（２）道路のバリアフリー化 

地区の幹線的な道路については、道路移動等円滑化基準への適合を目指したバリアフリ

ー化を進める必要がありますが、基準に適合することが困難な道路においても、ハード・

ソフト両面からバリアフリー化に向けて可能な取組みを行い、歩行者の安全性・利便性

の確保を図ります。 

１）歩道のある道路 

表 0-５ 歩道のある道路の共通の配慮事項 

項目 共通の配慮事項 

① 整備 

歩道の大規模改良・更新時に移動等円滑化基準に適合した道路整備を行うとともに、市の関
連するマニュアル等を勘案し、可能な限りバリアフリー化に配慮する。 

車両乗入れ部や交差点部における歩道内の勾配をゆるくする。 

がたつきの発生しにくい舗装材を採用する。 

歩車道境界ブロックは、視覚障害者が認識でき、車椅子使用者が円滑に通行できるもの（段差
1cm）にする。 

雨水ます等のふた（グレーチング）は、なるべく歩行者の動線とならない場所に設置する。通
行が想定される場所に設置する場合は目の細かいものにする。 

バス停留所を設置する歩道は、バスに円滑に乗降できる高さとし、バス乗車位置に合わせた
視覚障害者誘導用ブロックを設置するとともに、バス待ちの列と歩道の通行者が衝突しない
ような動線を確保する。 

交差点部や生活関連施設付近などを中心に、歩道の幅員等を考慮し、移動の連続性に配慮し
た視覚障害者誘導用ブロックを敷設する。 

視覚障害者誘導用ブロックは極力直線的に敷設する。 

必要に応じて濃い色の側帯を設けるなど、視覚障害者誘導用ブロックと周囲の舗装の輝度比
を確保する。 

駅前広場では、多様な利用者が使いやすい乗降場（車椅子使用者が乗降しやすい構造、ベンチ
の設置、わかりやすい案内など）や、駅出入口からバス乗降場・停留所、タクシー乗降場、障
害者専用乗降場等まで連続した上屋（幅員 2.5m以上が望ましい）を設置する。 

駅前広場の障害者専用乗降場は、車椅子使用者が円滑に乗降できる構造とし、障害者用であ
る旨が見やすい表示設置に努める。 

歩車道境界に設置する門型や柱状の車止めは、弱視の人でも認識できる色や、接触時の衝撃
を軽減するような弾性素材を用いるなど配慮する。 

歩道橋のエレベーターは、障害者やベビーカー利用者が利用しやすい構造とする（十分な広
さ、開延長ボタン、車椅子使用者対応操作ボタン、足下まで見える鏡、浮き彫り表示のボタ
ン、開閉する側の扉を具体的に知らせる音声案内、緊急時等に情報提供を行う表示装置、ガラ
ス窓など）。 

② 安全対策 
電柱や街灯、案内サイン等の附属物が歩行者の通行の妨げとならないように配慮する。 

自転車走行空間を整備し、自転車と歩行者が分離された安全な歩行空間を確保する。 

③ 案内設備 

生活関連経路上の主要な箇所（駅周辺、主要交差点、生活関連施設付近の交差点など）に、多
様な利用者に配慮した見やすくわかりやすい案内表示の設置に努める 
（必要に応じて点字表示・音声案内など）。 

エレベーターやスロープなどの案内は、ピクトグラム等を活用し、大きくわかりやすいもの
を設置する。 

駅前広場の目につきやすい場所に、駅前広場の構造を総合的に示す案内設備の設置を推進す
る。 

④ 維持管理 
舗装や視覚障害者誘導用ブロック、案内設備、雑草や植栽の枝の除去などの維持管理に配慮
する。 



4-9 

項目 共通の配慮事項 

工事中や仮復旧中も多様な利用者が困ることのないよう、安全に通行できる幅員の確保やが
たつきの除去、安全な通行位置への誘導などに配慮する。 

⑤ 人的対応・ 
心の 
バリアフリー 

視覚障害者誘導用ブロック上への放置自転車や看板、商品陳列等の不法占用物への指導を行
い、適切な機能を確保する（PRシートの貼付等）。 

自動車利用者及び自転車利用者へのルール・マナーの啓発を推進する。 

※下線部分は市民意見が多く出たもの 

 

２）歩道のない道路 

表 0-６ 歩道のない道路の共通の配慮事項 

項目 共通の配慮事項 

① 整備 

歩行者が安全かつ安心して利用できる道路環境を整備する。 

雨水ます等のふた（グレーチング）は、なるべく歩行者の動線とならない場所に設置する。通
行が想定される場所に設置する場合は目の細かいものにする。 

バス停留所を設置する道路は、安全な待合空間を確保する。 

② 安全対策 

路肩の拡幅や平坦化、ガードレールの設置、舗装のカラー化、一方通行化、駐停車抑制策、自転
車通行位置の明示など、経路の実情に合った交通安全対策を検討する。 

電柱や街灯、案内サイン等の附属物が歩行者の通行の妨げとならないように配慮する。 

③ 案内設備 
生活関連経路上の主要な箇所（生活関連施設付近の交差点など）に、多様な利用者に配慮した
見やすくわかりやすい案内表示の設置に努める（必要に応じて点字表示・音声案内など）。 

④ 維持管理 

舗装や案内設備、路側帯の雑草の除去などの維持管理に配慮する。 

工事中や仮復旧中も多様な利用者が困ることのないよう、安全に通行できる幅員の確保やが
たつきの除去、安全な通行位置への誘導などに配慮する。 

⑤ 人的対応・ 
心の 
バリアフリー 

放置自転車や看板、商品陳列等の不法占用物及び植栽の枝などへの指導を行い、適切な機能
を確保する。 

自動車利用者及び自転車利用者へのルール・マナーの啓発を推進する。 

※下線部分は市民意見が多く出たもの 
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● 参考：道路のバリアフリー化（国土交通省資料など） 

 

図 0-５ 道路のバリアフリー化 

 

 

 

 

 

 

図 0-６ バリアフリー化された歩道 図 0-７ 生活道路での安全対策 
（コミュニティ道路）

図0-８ 歩道のない道路での 
安全対策（路側帯のカラー舗装） 
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（３）都市公園のバリアフリー化 

表 0-７ 都市公園の共通の配慮事項 

項目 共通の配慮事項 

① 出入口 

敷地境界（道路等と公園敷地）は通行の支障となる段差や勾配を設けないようにし、車
椅子使用者等が通るのに十分な出入口幅を確保する（90cm 以上）。 

歩道上から出入口、主要な施設まで連続した視覚障害者誘導用ブロックを設置する。 

② 園路 

主要な園路は平坦で固くしまっていて滑りにくい路面とする。 

主要な園路には段差を設けないようにし、車椅子使用者等が通るのに十分な通路幅を確
保する（120cm 以上）。 

視覚障害者誘導用ブロックを敷設する場合は、JIS 規格に合わせたものとする。周囲の
路面との色の明度、色相又は彩度の差が大きいことにより容易に識別できるものとす
る。 

③ トイレ 

車椅子使用者が円滑に利用できるトイレを設置する（開閉しやすい扉、十分な広さ、可
動式手すり、大型ベッドの設置、統一されたボタン配置など）。 

多機能トイレの利用の集中を分散するため、一般トイレ（男女）に広めの個室や手すり、
乳幼児用設備（ベビーチェアやベビーベッドなど）を設置する。 

温水が使えるオストメイト対応設備を設置する（車椅子使用者用トイレ又は一般トイ
レ）。また、オストメイト対応設備とあわせて着替え台を設ける。 

異性介助等に配慮したトイレを設置する（多機能トイレの位置への配慮、カーテンの設
置、男女共用のピクトグラム等）。 

一般トイレは、和式便器を洋式化（ウォシュレット対応）するほか、JIS 規格に沿って統
一されたボタン配置に留意し、使いやすい位置に荷物かけ・荷物台を設ける。 

便房の使用状況がわかりやすい表示を行う。 

便器や洗面台がわかりやすいように壁の色とのコントラストを確保する。 

④ 休憩施設 
日陰を確保したり、ベンチ等の休憩施設を設置する。 

車椅子使用者等が利用しやすい構造の水飲み場を設置する。 

⑤ 駐車場 

駐車場と園路の間の出入口に通行の支障となる段差や勾配を設けないようにし、車椅子
使用者等が通るのに十分な出入口幅を確保する（90cm 以上）。 

出入口（駐車場と園路の間）に近い場所に十分な広さの障害者等用駐車ます（幅 350cm 以
上、車両後方から車椅子の乗降が可能な奥行き）を設置し、わかりやすく標示するとと
もに、適切な利用を促すように利用者への啓発を行う。 

三輪自転車等の一般の駐輪ラックを利用できない自転車や、バイクに対応した駐車場を設置
する。 

⑥ 案内設備 

バリアフリー化された経路やバリアフリー設備等の情報がわかる案内図や、ピクトグラ
ムなどを活用した大きくわかりやすい案内表示を設ける（必要に応じて点字表示・音声
案内など）。 

色の違いがわかりにくい人や、色の違いによってイメージが伝わりやすい知的障害者等
がいることに留意し、案内表示の色づかいを工夫する（トイレの男女マークなど）。 

⑦ 維持管理 

園路やトイレ、案内設備、視覚障害者誘導用ブロック、植栽の枝などの適切な維持管理
に配慮する。 

利用者の駐輪が、出入口やスロープ、視覚障害者誘導用ブロックなどを遮らないように
配慮する。 

⑧ 人的対応・ 
心の 
バリアフリー 

[管理事務所がある場合] 

車椅子使用者用トイレに優先利用の表示を行い、必要な人が使えるよう啓発する。 

筆談用具やコミュニケーション支援ツールを設け、設置を示す案内を表示する。 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育や研修を実施する。 

※下線部分は市民意見が多く出たもの 
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● 参考：都市公園のバリアフリー化（国土交通省資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 0-９ 都市公園のバリアフリー化  

  

図 0-１０ ユニットトイレ（園生三和公園）    図 0-１１ 水飲み場（轟町１丁目公園） 

 

 

図 0-１２ 視覚障害者誘導用ブロック（千葉市蘇我スポーツ公園） 
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（４）建築物のバリアフリー化（駐車場を含む） 

表 0-８ 建築物の共通の配慮事項 

項目 共通の配慮事項 

① 出入口・ 
敷地内通路 

道路と建築物の連続性に配慮し、段差を解消するとともに、歩道上から出入口、建築物
内の案内施設まで連続した視覚障害者誘導用ブロックを設置する。 

主要な出入口は自動ドアなど通行しやすい扉とし、車椅子使用者やベビーカー利用者等
に配慮した幅を確保する（80cm 以上）。 

② 建築物内 
通路 

主要な通路は、物や設備などで狭くならないように配慮する（120cm 以上）。 

主要な通路に段差がある場合は、スロープ（１／12 以下）を設置するなどして段差を解
消する。なお、高さが 75cm を超える場合には、高さ 75cm 以内ごとに踊場を設ける。 

主要な通路は高齢者や弱視の人に配慮し、適切な明るさを確保する。 

階段手前やエレベーター前など主要箇所に視覚障害者誘導用ブロックを設置する。 

③ 上下移動 

2 階以上の建築物には、障害者やベビーカー利用者が利用しやすい構造のエレベーターを
設置する（十分な広さ、開延長ボタン、車椅子使用者対応操作ボタン、足下まで見える
鏡、浮き彫り表示のボタン、開閉する側の扉を具体的に知らせる音声案内、緊急時等に
情報提供を行う表示装置、ガラス窓など）。 

階段は段鼻の色を強調し、段を識別しやすいようにする。 

階段は両側に手すりを設け、行先を点字で表示する。手すりの端部や角は、引っかかる危
険がないよう丸く処理する。 

④ トイレ 

車椅子使用者が円滑に利用できるトイレを設置する（開閉しやすい扉、十分な広さ、可動
式手すり、大型ベッドの設置、統一されたボタン配置など）。 

多機能トイレの利用の集中を分散するため、一般トイレ（男女）に広めの個室や手すり、
乳幼児用設備（ベビーチェアやベビーベッドなど）を設置する。 

温水が使えるオストメイト対応設備を設置する（車椅子使用者用トイレ又は一般トイ
レ）。また、オストメイト対応設備とあわせて着替え台を設ける。 

異性介助等に配慮したトイレを設置する（多機能トイレの位置への配慮、カーテンの設
置、男女共用のピクトグラム等）。 

施設の規模や特徴に応じて、キッズトイレを設置する。 
※高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準において、定められていない
内容 

一般トイレは、和式便器を洋式化（ウォシュレット対応）するほか、JIS 規格に沿って
統一されたボタン配置に留意し、使いやすい位置に荷物かけ・荷物台を設ける。 

便房の使用状況がわかりやすい表示を行う。 

便器や洗面台がわかりやすいように壁の色とのコントラストを確保する。 

非常事態を聴覚障害者等に知らせることができるフラッシュライト等を設ける。 

⑤ 客室 
 （宿泊施設） 

床⾯積 2,000 ㎡以上かつ、客室総数が 50 以上のホテル⼜は旅館を新築、増築、改築⼜
は⽤途変更する場合は、施設規模に応じて、⾞椅⼦使⽤者⽤客室を設ける。 

車椅子使用者用客室内または同じ階の共用部に、車椅子使用者が円滑に利用できるトイ
レを設置する（開閉しやすい扉、十分な広さ、可動式手すりなど）。 

車椅子使用者用客室内の浴室、共用の車椅子使用者用浴室などは、車椅子使用者が円滑
に利用できるように配慮する（開閉しやすい扉、十分な広さ、浴槽・シャワー・手すり
の適切な配置など）。 

車椅子使用者に配慮し、客室の扉は自動扉や引き戸等の容易に開閉して通行できる扉と
し、通行に十分な幅（80cm 以上）を確保する。 

客室内や浴室内は高齢者や弱視の人に配慮し、適切な明るさを確保する。 

緊急時、聴覚障害者が外部に向けて発信でき、連絡が取れるツールを設ける。 
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項目 共通の配慮事項 

⑥ 駐車場 

施設規模に応じ、出入口に近い水平な場所に十分な広さの障害者等用駐車ます（幅 350cm
以上、車両後方から車椅子の乗降が可能な奥行き）を屋内、または屋根・庇などのある場
所に複数設置し、わかりやすく標示するとともに、適切な利用を促すように利用者への啓
発を行う。 

三輪自転車等の一般の駐輪ラックを利用できない自転車や、バイクに対応した駐車場を設置
する。 

利用者などの駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックなどを遮らないように配慮す
る。 

⑦ 案内設備 

バリアフリー化された経路や非常口、バリアフリー設備、建築物内の案内施設等の情報
がわかる案内図や、ピクトグラムなどを活用した大きくわかりやすい案内表示を設ける。 

歩道等から出入口の位置がわかる音声案内を設置する（シグナルエイドに対応）。 

インターホン、トイレ、エレベーター等に音声案内や点字表示を設置する。 

色の違いがわかりにくい人や、色の違いによってイメージが伝わりやすい知的障害者等
がいることに留意し、案内表示の色づかいを工夫する（トイレの男女マークなど）。 

市役所や病院などの受付で順番待ちのある施設では、呼出受信機を導入し、音声と文字情
報で案内するなど、聴覚障害者や視覚障害者に対応した呼び出し方法に配慮する。 

⑧ その他設備 

受付や記入台、テーブル、案内板などは、車椅子使用者が接近しやすい構造とする。 

貸出し用の車椅子やベビーカー等を設置し、案内を表示する。 

障害者等の施設利用における支援ツールを提供し、案内を表示するとともに、ホームペー
ジでの情報提供を行う。 

おむつ交換台や授乳室（十分な広さ及びプライバシーが確保され、男性も利用しやすい）、
ベンチ、バリアフリー対応の水飲み場を設置する。 

⑨ 人的対応・ 
心の 
バリアフリー 

エレベーターや車椅子使用者用トイレに優先利用の表示を行い、必要な人が使えるよう啓発
する。 

障害者等の利用設備の前に物を置いたりしないよう、適切な運用を行う。 

筆談用具やコミュニケーション支援ツールを設け、設置を示す案内を表示する。 

職員は障害者等の施設利用における支援ツールの設置状況、使い方等を十分に理解し、に
よる案内やサポートなどの対応を充実する。 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育や研修を実施する。 

※下線部分は市民意見が多く出たもの 
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● 参考：建築物のバリアフリー化 

（高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準より抜粋・作成ほか） 

 

①出入口・敷地内通路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 0-１３ 出入口・敷地内通路のバリアフリー化 

  

赤枠で囲んだものは、『共通の配慮事項』に設定した基準です。 

80 
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※荷物などを置かず、可能な限

り通路の幅を広くする 

※階数ボタンは 

浮彫階数表示 

が望ましい 

②建築物内通路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 0-１４ 建築物内通路のバリアフリー化 

③上下移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 0-１５ 上下移動のバリアフリー化  
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④トイレ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 0-１６ トイレのバリアフリー化（車椅子対応・機能分散）  

○汚物流し 

（オストメイトに配慮した設
備） 

●分散配置を考慮した個別機能を備えた
便房 



4-18 

⑤客室 

 

図 0-１７ バリアフリールーム 

 

図 0-１８ 浴室・トイレ 

 

     図 0-１９ 出入口（引き戸） 

⑤駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 0-２０ 駐車場のバリアフリー化 

 

⑥案内設備 

 

図 0-２１ ピクトグラムによる案内 

 

図 ４-２２ 触知図や音声による案内 

 

図0-２３ 総合案内（人による対応） 
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⑦その他設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 0-２４ 窓口・カウンターのバリアフリー化  
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図 0-２５ 授乳室のバリアフリー化 

 

⑧人的対応・心のバリアフリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図 0-２６ 耳マーク   図 0-２７ 筆談用具    図 0-２８ コミュニケーション支援ボード 

                                （千葉市図書館 HPより）  
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（５）交通安全（信号機等）のバリアフリー化 

表 0-９ 交通安全（信号機等）の共通の配慮事項 

項目 共通の配慮事項 

① 信号機等 

生活関連経路上の信号交差点には、バリアフリー化された信号機（音響式や経過時間
表示式など）を設置するとともに、付帯機材の位置に配慮する。 

主要な交差点や複雑なかたちの交差点において、エスコートゾーンを設置する。 

高齢者、障害者等が安全に横断できるよう、適切な青時間を確保する（歩行者用青
信号の延長など）。 

標識、標示の高輝度化や信号機の LED 化により見やすさを向上する。 

② 安全対策 
【歩道のない生活道路】 
路肩の拡幅や平坦化、ガードレールの設置、舗装のカラー化、一方通行化、駐停車抑
制策、自転車通行位置の明示など、経路の実情に合った交通安全対策を検討する。 

③ 人的対応・ 
心の 
バリアフリー 

自動車利用者及び自転車利用者へのルール・マナーの啓発を推進する。 

※下線部分は市民意見が多く出たもの 

 

● 参考：信号機等のバリアフリー化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 0-２９ エスコートゾーン                   図 0-３０ 経過時間表示式信号機 
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第５章 ＪＲ鎌取地区における特定事業 

生活関連施設及び生活関連経路、バスやタクシーなど車両等のバリアフリー化に関する特定

事業の主な内容は以下のとおりです。3 頁以降に特定事業毎の詳細を示します。 
 

特定事業の主な内容 

○ 公共交通特定事業 

鉄軌道駅のバリアフリー整備（可動式ホーム柵、案内

設備等）、ノンステップバスやユニバーサルデザイン

タクシーの導入 等 
 
○ 道路特定事業 

視覚障害者誘導用ブロックの設置、 
歩道の段差の解消 等 

 
 
○ 都市公園特定事業 

園路の段差解消、 
トイレのバリアフリー化 等 

 
○ 建築物特定事業 

建築物内のエレベーター設置等による段差解消、 
トイレのバリアフリー化 等 

 
 
○ 交通安全特定事業 

バリアフリー化のために必要な信号機、 
道路標識又は道路標示の設置 等 
 

（写真：国土交通省資料より） 
  

トイレのバリアフリー化 

可動式ホーム柵の設置等 ノンステップバスの導入 

視覚障害者誘導用 
ブロックの設置 歩道の段差解消 

音響式信号機 
残り時間のわかる信号機 

バリアフリー化のために必要な信号機 

トイレのバリアフリー化 
建築物内のエレベーター 
設置等の段差解消 
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表記の例 

（例）継続的に実施していく事業 
       ※主にソフト事業 

 
 

◆ 実施時期について 

特定事業の実施時期は以下のとおりです。 

短中期：令和８～12年度 

長期 ：令和13年度以降 

 

（例）長期的に実施する事業、 
又は検討する事業 

 

 

（例）短中期に実施する事業 
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５.１  公共交通特定事業 
 鉄軌道 

JR 鎌取駅（事業主体：東日本旅客鉄道株式会社） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

人的対応・ 

心のバリアフリー 

職員による案内やサポートなどの対応を充実する。     ● 

エレベーターや車椅子使用者用トイレは、必要な人が使え

るよう啓発する。 
    ● 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育・研修

を実施する。 
    ● 

筆談用具を設け、筆談用具があることを示す案内を表示

する。また、筆談用具は利用者から要望を受けた際にすぐ

に取り出せる場所に保管する。 

    ● 

駅や車両利用のマナー・ルール等について、利用者への

啓発を行う。 
    ● 

その他 設備の美化を実施する。     ● 

 
 



5-4 

 バス 

バス（事業主体：京成バス千葉イースト株式会社） 

※調整中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス（事業主体：小港鉄道株式会社） 

※調整中 
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 タクシー 

タクシー（事業主体：千葉県タクシー協会、各タクシー事業者） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

車両 
車椅子使用者等も利用できる福祉タクシーやユニバー

サルデザインタクシーの導入を促進する。 
  ● 

乗降場（道路

管理者と連携） 
タクシー乗り場に看板を設置して、案内表示を行う。   ● 

人的対応・ 

心のバリアフリー 

多様な利用者への適切な対応について乗務員の教育

を実施する。 
  ● 
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５.２  道路特定事業 
道路特定事業（事業主体：千葉市） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

整備、 

安全対策、 

維持管理 

歩道の段差の解消（歩行路面の平坦性確保） ●   

視覚障害者誘導用ブロックを黄色で統一し、連続的に
設置 

●   

歩道の透水性舗装化  ●  

案内標識の設置  ●  

傾斜路・階段の手すり及び端部の改善  ●  

バリアフリー整備の維持及び向上   ● 

人的対応・ 

心の 

バリアフリー 

視覚障害者誘導用ブロックへの PR シートの設置   ● 

視覚障害者誘導用ブロック上への放置自転車や看板、

商品陳列等の不法占用物への指導 
  ● 

道路利用者への道路のバリアフリー整備の啓発活動   ● 
備考 
 道路のバリアフリー化のための施設・工作物の設置や道路改良について、道路のバリアフリー整備計

画（令和４年に策定公表）に基づき、具体的な取組みを進める。 
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５.３  都市公園特定事業 
 都市公園 

有吉貝塚公園（事業主体：千葉市） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

出入口 
歩道上から出入口、主要な施設まで連続した視覚障害者誘

導用ブロックを設置する。 
●   

園路 

主要な園路は平坦で固くしまっていて滑りにくい路面とする。 ●   

視覚障害者誘導用ブロックは、JIS 規格とし、周囲の路面と

の色の明度、色相又は彩度の差が大きいことにより容易に

識別できるものとする。 

●   

維持管理 

園路やトイレ、案内設備、視覚障害者誘導用ブロック、植栽の

枝などの適切な維持管理に配慮する。 
  ● 

利用者の駐輪が、出入口やスロープ、視覚障害者誘導用ブ

ロックなどを遮らないように配慮する。 
  ● 
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５.４  建築物特定事業 
 公共施設 

緑区役所（事業主体：千葉市） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

出入口・ 

敷地内通路 

道路と建築物の連続性に配慮し、段差を解消するとともに、

歩道上から出入口、建築物内の案内施設まで連続した視覚

障害者誘導用ブロックを設置する。  
  ●   

主要な出入口は自動ドアなど通行しやすい扉とし、車椅子使

用者やベビーカー利用者等に配慮した幅を確保する

（80cm 以上）。 

  ●   

建物内通路 

主要な通路は、物や設備などで狭くならないように配慮する

（120cm 以上）。 
    ● 

主要な通路は高齢者や弱視の人に配慮し、適切な明るさを

確保する。 
  ●   

階段手前やエレベーター前など主要箇所に視覚障害者誘

導用ブロックを設置する。  
  ●   

視覚障害者誘導用ブロックの輝度比を確保する。   ●   

上下移動 

2 階以上の建築物には、障害者やベビーカー利用者 が利

用しやすい構造のエレベーターを設置する（十分な広さ、開

延長ボタン、車椅子使用者対応操作ボタン、足下まで見える

鏡、浮き彫り表示のボタン、開閉する側の扉を具体的に知ら

せる 音声案内、緊急時等に情報提供を行う表示装置、ガラ

ス窓など）。 

  ●   

階段は段鼻の色を強調し、段を識別しやすいようにする。   ●   

階段は両側に手すりを設け 、行先を点字で表示する。手すり

の端部や角は、引っかかる危険がないよう丸く処理する。形

状は握りやすいものとする。 

  ●   

階段に滑り止めを設置する。   ●   

トイレ 

車椅子使用者が円滑に利用できるトイレを設置する（開閉し

やすい扉、十分な広さ、可動式手すり、大型ベッドの設置、統

一されたボタン配置など）。 

  ●   

バリアフリートイレ内に乳幼児用設備（ベビーチェアやベビ

ーベッドなど）を設置する。 
  ●   

温水が使えるオストメイト対応設備を設置する（車椅子使用

者用トイレ又は一般トイレ）。また、オストメイト対応設備とあ

わせて着替え台を設ける。 

  ●   
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事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

異性介助等に配慮したトイレを設置する（バリアフリートイレ

の位置への配慮、カーテンの設置、男女共用のピクトグラム

等）。 

  ●   

一般トイレは、和式便器を洋式化（ウォシュレット対応）するほ

か、JIS 規格に沿って統一されたボタン配置に留意し、使い

やすい位置に荷物かけを設ける。 

  ●   

便房の使用状況がわかりやすい表示を行う。   ●   

便器や洗面台がわかりやすいように壁の色とのコントラスト

を確保する。 
  ●   

非常事態を聴覚障害者等に知らせることができるフラッシュ

ライト等を設ける。 
  ●   

駐車場 

施設規模に応じ、出入口に近い水平な場所に十分な広さの

障害者等用駐車ます（幅 350cm 以上、車両後方から車椅

子の乗降が可能な奥行き）を複数設置し、わかりやすく標示

するとともに、適切な利用を促すように利用者への啓発を行

う。 

  ●   

利用者などの駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブ

ロックなどを遮らないように配慮する。 
    ● 

案内設備 

バリアフリー化された経路や非常口、バリアフリー設備、建築

物内の案内施設 等の情報がわかる案内図や、ピクトグラム

などを活用した大きくわかりやすい案内表示を設ける。  
  ●   

歩道等から出入口の位置がわかる音声案内を設置する。   ●   

色の違いがわかりにくい人や、色の違いによってイメージが

伝わりやすい知的障害者等がいることに留意し、案内表示

の色づかいを工夫する（トイレの男女マークなど）。 

  ●   

市役所や病院などの受付で順番待ちのある施設では、呼出

受信機を導入し、音声と文字情報で案内するなど、聴覚障害

者や視覚障害者に対応した呼び出し方法に配慮する。 

  ●   

その他設備 

受付や記入台、テーブル、案内板などは、車椅子使用者が接

近しやすく、利用しやすい構造とする。 
  ●   

貸出し用の車椅子を設置し、案内を表示する。     ● 

障害者等の施設利用における支援ツールを提供し、案内を

表示するとともに、ホームページでの情報提供を行う。   
    ● 

WEB アクセシビリティに配慮したホームページの更新・作成

を行う。 
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事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

おむつ交換台や授乳室（十分な広さ及びプライバシーが確

保され、男性も利用しやすい）、ベンチ、バリアフリー対応の

水飲み場を設置する。 

  ●   

人的対応・ 

心のバリアフリー 

エレベーターや車椅子使用者用トイレに優先利用の表示を

行い、必要な人が使えるよう啓発する。 
    ● 

障害者等の利用設備の前に物を置いたりしないよう、適切

な運用を行う。  
    ● 

筆談用具やコミュニケーション支援ツールを設け、設置を示

す案内を表示する。  
    ● 

職員は障害者等の施設利用における支援ツールの設置状

況、使い方等を十分に理解し、案内やサポートなどの対応を

充実する。 

    ● 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育や研修

を実施する。 
    ● 

その他 備品の定期点検を行う。     ● 
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緑市税出張所（事業主体：千葉市） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

人的対応・ 

心のバリアフリー 

筆談を行う旨の案内を表示する。      ● 

職員による案内やサポートなどの対応を充実させる。     ● 

多様な利用者への適切な対応について職員研修を実施す

る。 
    ● 
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千葉緑郵便局（事業主体：日本郵便株式会社） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

建物内通路 
主要な通路は、物や設備などで狭くならないように配慮す

る。 
●     

その他設備 
受付や記入台、テーブル、案内板などは、車椅子使用者が接

近しやすい構造とする。 
●     

人的対応・ 

心のバリアフリー 

障害者等の利用設備の前に物を置いたりしないよう、適切

な運用を行う。  
    ● 

筆談用具やコミュニケーション支援ツールを設け、設置を示

す案内を表示する。  
    ● 

職員は障害者等の施設利用における支援ツールの設置状

況、使い方等を十分に理解し、案内やサポートなどの対応を

充実する。 

    ● 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育や研修

を実施する。 
    ● 
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 集会施設 

鎌取コミュニティセンター（事業主体：千葉市） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

建物内通路 主要な通路には物や設備など置かないよう配慮する。     ● 

上下移動 
エレベーターへのガラス窓の設置を検討する。   ●   

階段の段鼻を目立たせるよう、色の変更を検討する。   ●   

トイレ 

車椅子使用者が円滑に利用できるトイレを設置する（大型

ベッドの設置）。 
  ●   

一般トイレ（男女）への広めの個室や手すりの設置を検討す

る。 
  ●   

バリアフリートイレ内のオストメイト対応設備とあわせて、着替

え台の設置を検討する。 
  ●   

キッズトイレの設置を検討する。   ●   

便房の使用状況がわかりやすい表示の設置を検討する。   ●   

便器や洗面台がわかりやすいように壁の色とのコントラスト

の確保を検討する。 
  ●   

非常事態を聴覚障害者等に知らせることができるフラッシュ

ライト等の設置を検討する。 
  ●   

案内設備 

バリアフリー化された経路案内やピクトグラムなどを活用し

た案内表示の設置を検討する。 
  ●   

歩道等から出入口の位置がわかる音声案内の設置を検討

する（シグナルエイドに対応）。 
  ●   

インターホン、トイレ等への音声案内や点字表示の設置を検

討する。 
  ●   

トイレの案内表示を見つけやすくする。     ● 

その他設備 

外国人向けにコミュニケーションチャームを職員が携帯す

る。 
    ● 

WEB アクセシビリティに配慮したホームページの更新・作成

を行う。 
   ● 

人的対応・ 

心のバリアフリー 

エレベーターや多目的トイレに優先利用の表示を行い、必要

な人が使えるよう啓発する。 
    ● 

障害者等の利用設備の前に物を置いたりしないよう、適切

な運用を行う。 
    ● 

筆談対応の案内を表示する。     ● 



5-14 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

従業員による案内やサポートなどの対応を充実させる。     ● 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育や研修

を実施する。 
    ● 

その他 備品の定期点検を実施する。     ● 
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 福祉施設 

千葉市あんしんケアセンター鎌取（事業主体：千葉市） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

人的対応・ 

心のバリアフリー 

筆談用具の設置を示す案内を表示する。     ● 

職員による案内やサポートなどの対応を充実させる。     ● 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育や研修

を実施する。 
    ● 

 



5-16 

 保健施設・病院 

国立病院機構下総精神医療センター 

（事業主体：独立行政法人国立病院機構 下総精神医療センター） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

出入口・ 

敷地内通路 

当院前バス停から病院入口までの視覚障害者誘導用ブロッ

クが剝がれているため修繕する。 
●     

人的対応・ 

心のバリアフリー 

障害者等の利用設備の前に物を置いたりしないよう、適切

な運用を行う。 
    ● 

筆談用具の設置を示す案内を表示する。 ●     

バリアフリー情報を職員へ周知する。     ● 

多様な利用者への適切な対応方法を周知する。     ● 
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緑保健福祉センター（事業主体：千葉市） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

上下移動 
「足元まで見える鏡」や「緊急時等に情報提供を行う表示装

置」等を備えたエレベーターを設置する。 
  ●   

トイレ 

温水が使えるオストメイト対応設備を設置する（車椅子使用

者用トイレ又は一般トイレ）。また、オストメイト対応設備とあ

わせて着替え台を設ける。 

  ●   

異性介助等に配慮したトイレを設置する（バリアフリートイレ

の位置への配慮、カーテンの設置、男女共用のピクトグラム

等）。 

  ●   

便房の使用状況がわかりやすい表示を行う。   ●   

非常事態を聴覚障害者等に知らせることができるフラッシュ

ライト又は回転灯を設ける。 
  ●   

案内設備 

歩道等から出入口の位置が分かる音声案内を設置する。

（シグナルエイド対応） 
  ●   

トイレに音声案内や点字表示を設置する。   ●   

順番待ちが必要な際は、職員が聴覚障害者や視覚障害者

の方を窓口へ案内する対応を実施。 
    ● 

その他設備 
WEB アクセシビリティに配慮したホームページの更新・作成

を行う。 
    ● 

人的対応・ 

心のバリアフリー 

障害者等の利用設備の前に物を置いたりしないよう、適切

な運用を行う。  
    ● 

各窓口に耳マークを設置して案内を行う。     ● 

来所された方の特性（高齢者、障害者等）に沿った対応を心

がける。 
    ● 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育や研修

を実施する。 
    ● 
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 文化・教養・教育施設 

県立千葉聾学校（事業主体：県立千葉聾学校） 

※調整中 
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緑図書館（事業主体：千葉市） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

案内設備 

バリアフリー化された経路や非常口、バリアフリー設備、建築

物内の案内施設等の情報がわかる案内図や、ピクトグラム

などを活用した大きくわかりやすい案内表示を設ける。 

    ● 

インターホン、トイレ、エレベーター等に音声案内や点字表示

を設置する。 
  ●   

人的対応・ 

心のバリアフリー 

筆談用具やコミュニケーション支援ツールを設け、設置を示

す案内を表示する。      ● 

職員は障害者等の施設利用における支援ツールの設置状

況、使い方等を十分に理解し、案内やサポートなどの対応を

充実する。 

    ● 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育や研修

を実施する。 
    ● 
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 大規模店舗 

イオンスタイル鎌取（事業主体：ゆみ～る鎌取ショッピングセンター） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短中期 長期 継続 

トイレ 
バリアフリートイレの適正利用に向けて、警備巡回やサインの

検討を行う。 
  ● 

駐車場 
障害者駐車場の適正利用に向けて、管轄官庁のご協力を頂

きながら対応を進める。 
  ● 

案内設備 

スロープのある出入口・サービスカウンター・トイレのご案内

掲出等、店内で親切なご案内が出来るよう、ソフト面での対

応を進める。 

  ● 

その他設備 

受付や記入台、テーブル、案内板などに車椅子使用者が接

近しやすいよう、ソフト面の対応を行う。 
  ● 

おむつ交換台や授乳室の利用しやすさ向上に向けて、ソフト

面の対応を行う。 
  ● 

赤ちゃん休憩室の定期清掃を実施する。   ● 

お子様向けの遊び場の利用しやすさ向上に向けて、お客様

のご要望を承りながら対応を進める。 
  ● 

人的対応・ 

心のバリアフリー 

従業員は障害者等の施設利用における支援ツールの設置

状況、使い方等を十分に理解し、案内やサポートなどの対応

を充実する。 

  ● 

多様な利用者への適切な対応について職員の教育や研修

を実施する。 
  ● 
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５.５  交通安全特定事業 
 信号機等 

※調整中 
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５.６  教育啓発特定事業 
教育啓発特定事業 （事業主体：千葉市） 

事業内容 

項目 事業内容 
実施時期 

短期 中期 長期 継続 

講演・研修 

配慮が必要な人に関する正しい知識及び理解を促進す
るため、市職員向けの講演会や研修等を実施するほか、
市民向けの福祉講話や講演の開催など、多様な人々へ
の理解を広める。 

   ● 

啓発・広報 
各種障害者に関するマークや障害者等用駐車ますの適
正利用について、啓発・広報を行う。 

   ● 

体験 

学校教育や生涯学習を通じて、介助体験やパラスポー
ツ体験に取り組むなど、あらゆる世代で高齢者や障害
者への理解を深めるとともに、バリアフリーに対する意
識を高める。 

   ● 

備考 

千葉市障害者計画等の関連計画との連携を図り事業を推進する。 
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５.７  その他事業 
 ※調整中 
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 基本構想の実現に向けて 

６.１  特定事業計画の作成 

バリアフリー法において、地区別バリアフリー基本構想で定めた特定事業については、事業

を位置づけた施設設置管理者等が特定事業計画を作成し事業を推進することとされています。 

特定事業計画の作成にあたっては、目標年次に向けて事業の進捗管理ができるよう、施設設

置管理者等の計画を市が共通のフォーマットでとりまとめ、共有できるように配慮します。 

 

６.２  施設設置管理者間の連携 

特定事業を推進していく上では、個々の施設におけるバリアフリー化だけではなく、面的・

一体的に移動の連続性を確保していくことが重要です。 

例えば、道路と建築物との視覚障害者誘導用ブロックの連続性の確保や、鉄道・バス等の交

通結節点における連続性の確保が挙げられます。また、視覚障害者誘導用ブロックなどのハー

ド面だけではなく、案内誘導等のソフト面でも、必要に応じて施設設置管理者間が連携し、移

動の連続性を図ることも効果的なバリアフリー化を進める上で重要です。 

 

６.３  基本構想策定後の市民参加 

地区別バリアフリー基本構想の策定にあたっては、多様な市民参加の機会を設け、より多く

の市民意見を聴取し、合同意見交換会にて市民と施設設置管理者等の相互理解を図られるよ

う取組んできました。 

この貴重な経験を踏まえ、地区別バリアフリー基本構想策定以降も、市民参加の機会を探り

ながら、重点的なバリアフリー化に向けた取組みを進めていきます。 
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６.４  基本構想の段階的かつ継続的な見直し（スパイラルアップ） 

地区別バリアフリー基本構想及び特定事業計画の策定以降も、市が特定事業計画の内容や

その進捗状況の定期的な確認を行い、必要に応じて千葉市バリアフリー基本構想推進協議会

へ報告、並びに地区別バリアフリー基本構想の見直しに向けた調査審議等を行います。 

バリアフリーマスタープランの最終年度（令和 12年度（2030年度））には、特定事業の進

捗状況や社会情勢の変化、バリアフリーをとりまく環境、技術、人々の意識等を踏まえた新

たな課題に対する検討を加え、内容の見直しや、必要に応じて改定を行い、引き続きバリア

フリー化の継続的な発展を図っていきます。 

 

図 ６-１ 地区別バリアフリー基本構想のスパイラルアップ概念図 

 


